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フロント・サスペンション・ボールジョイント点検のお願い

�日本自動車工業会では、事故や側溝などへの脱

輪や縁石への乗り上げなどにより、足回りにダメー

ジを受けたり、その恐れがある車両のユーザーに対

し、ボールジョイントを含めサスペンション回りの

確実な点検が必要であることを呼びかけるチラシを

作成した。

車両総重量7ｔ以上普通貨物自動車の自動車検査証備考欄への「燃料タンクの個数及び
容量」記載等、「自動車検査業務等実施要領について（依命通達）」一部改正

道路運送車両法施行規則及び独立行政法人交通安

全環境研究所に関する省令の一部を改正する省令

（平成18年５月19日 国土交通省令66号）の公布にと

もない、「自動車検査業務等実施要領について（依

命通達）」が一部改正された（平成18年５月31日

国自技第49号）。

【改正概要】

車両総重量７ｔ以上の普通貨物自動車の自動車検

査証の備考欄への「燃料タンクの個数及び容量」の

記載、放置違反金滞納により自動車検査証の更新が

できない場合の自動車検査証等の取り扱いについて

改正された。

かじ取り車輪の「横すべり量の例外的取扱い車両一覧表」更新

指定整備事業者が会社法等の規定に基づき組織変更を行う場合の取扱い

「自動車のかじ取り車輪の横すべり量の取扱い」

（平成13年７月27日付け国自技第50号の４、国自審

第389号の４）「Ⅱ　検査時における取扱い」に基づ

き、日本自動車輸入組合より更新された別表「横す

べり量の例外的取扱い車両一覧表」の提出があった

（平成18年５月８日　国自審第214号の２）。

指定整備事業者が会社法等の規定に基づき組織変

更を行う場合の取扱いについて、国交省交通局技術

安全部より通達があった。

本通達は、指定整備事業者が事業場の設備、技術

及び管理組織（事業場管理責任者、整備主任者、主

任技術者及び自動車検査員）を変更せずに、会社法

等の規定に基づき組織変更を行う場合にあっては、

指定自動車整備事業に係る申請を要しないこととし

たもの。

●指定整備事業者が会社法等の規定に基づき組織変

更を行う場合の取扱いについて（平成18年４月19

日　国自整第5号）

●参考（廃止通達）指定整備事業者が商法及び有限

会社法の規定に基づき組織変更を行う場合の取扱

いについて（平成７年９月８日　自整第220号）

「自動車検査業務等実施要領について（依命通達）」の一部

改正について

ホームページ（Tossnet）参照

http://www.tossnet.or.jp/mtou_siryo/index03_02.html

参考URL

横すべり量の特例扱い車両一覧表

ホームページ（Tossnet）参照

http://www.tossnet.or.jp/mtou_siryo/index03_02.html

参考URL

ホームページ（Tossnet）参照

http:// www.tossnet.or.jp/mtou_siryo/index03_01.html

参考URL
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s-park 6月1日より駐車違反取締変更に対応した情報提供を開始

国交省、「自動車等不具合情報ホットライン」フリーダイヤル再開

�東京都道路整備保全公社では、違法路上駐車の

解消を目的に都内約4,500ヵ所の駐車場情報をホーム

ページ（s-park）等で提供している。

本年６月１日からの改正道路交通法施行により、

従来以上に駐車需要が高まり空き駐車場を探す車両

による交通混雑や新制度導入時におけるトラブルな

どが予想されたため、「s-park」サービスを改良し、

駐車違反の取締り方法の変更に対応した情報提供が

開始された。

【提供内容】

警視庁ホームページとの連携により、s-parkの地図

画面から該当する「駐車監視員活動ガイドライン」

を検索。

現状の課題となっている「荷さばき車両」と「短

時間の路上駐車車両」の受け皿となる45ヵ所の荷さ

ばき可能駐車場（公社・民間駐車場）と33ヵ所の駐

車場の30分未満無料化駐車場（公社駐車場）の情報

を提供。

都内総合駐車場案内「s-park」

http://www.s-park.jp/

�東京都道路整備保全公社

http://www.tmpc.or.jp/

自工会作成チラシはホームページ（Tossnet）参照

http://www.tossnet.or.jp/mtou_saikin/img/18nendo

/060613_f_sus.pdf

国土交通省自動車交通局審査課リコール対策室で

は、一般ユーザーから、自動車や特定後付装置（タ

イヤとチャイルドシート）の不具合情報を受け付け、

これらに問題がある可能性があると思われる情報を

収集している。

同一型式で同様の不具合が多発している等の傾向

が見られた場合には、これらのメーカー等に対して、

不具合原因の究明を指示し、結果の報告を求める等

により、リコールに該当するか否かの判断を行って

いるが、一時停止していたフリーダイヤルによる

「自動車不具合情報ホットライン」を本年６月より再

開した。

インターネットバンキングからの自動車税等納付対応が拡大

パソコンや携帯電話から、自動車税納付や行政手

数料の支払いができるサービス「ペイジー（Pay-

easy）」を、本年５月から東京都のほか、岩手、群

馬、愛知、三重県の自治体が採用した。

「Pay-easy」を、利用するには取引銀行とネット

バンキングの契約をする必要がある。また、「Pay-

easy」で納付した場合、使用本拠地が都内の自動車で

あれば、14日以内に都税事務所からハガキ型の納税証

明書が送付されるが、それ以外の使用本拠地では、

自動車税納税証明書が発行されないため、車検時に各

税事務所で納税証明書を発行してもらう必要がある。

自動車不具合情報ホットライン

�0120－744－960

（平日 9：30～12：00、13：00～17：30）
24時間音声受付：�03-3580-4434

会員の皆様におかれましては、足回りに大きな衝

撃を受けた痕跡がある車両等が入庫した際には、ボ

ールジョイントについても確実な点検を行われるよ

うご協力ください。

なお、ボールジョイントの点検方法は、「技術情報」

2006年２月号に掲載されております。

参考URL

ペイジー（Pay-easy）自動車税の支払い　

http://www.pay-easy.jp/about/donnamono-jidousya.html

参考URL

� 荷さばき可能駐車場及び30分未満無料化駐

車場の情報提供

� 警視庁の「駐車監視員活動ガイドライン」と

の連携
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A１
２～４人

A２
５～10人

B
11～20人

C
21～30人

D
31人以上

計

専 業

兼 業

ディーラー

自 家

計

事 業 場 数

整備要員数

事 業 場 数

整備要員数

事 業 場 数

整備要員数

事 業 場 数

整備要員数

事 業 場 数

整備要員数

2,985

7,532

144

378

51

161

227

629

3,407

8,700

750

4,659

22

116

760

5,225

110

717

1,642

10,717

80

1,115

4

61

160

2,222

40

580

284

3,978

20

507

0

0

9

228

11

250

40

985

4

160

0

0

4

270

4

284

12

714

3,839

13,973

170

555

984

8,106

392

2,460

5,385

25,094

業　態
項　目

株式会社 合資会社 合名会社 有限会社
組　　合

個　人
そ　の　他
官公庁等

計

専 業

兼 業

ディーラー

自 家

計

1,254

92

64

223

1,633

29

0

0

0

29

0

0

0

0

0

1,385

29

0

9

1,423

6

0

0

0

6

10

0

0

0

10

0

1

0

0

1

908

3

0

4

915

5

0

0

52

57

3,597

125

64

288

4,074

整備協業 整備協同 農　協
その他業態

項目

事業場数・整備要員数

企業数01

02

平成１７年度
自動車分解整備事業
実 態 調 査 結 果

東京都東京都の
集計結集計結果
東京都の
集計結果

※本調査結果は、「①企業数」、「②事業場数、整備要員数」以外のデータは全て「抽出分」のみのデータを集計したものです。

特集特集特集
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業　　態 平　　　均

専 業

兼 業

デ ィ ー ラ ー

自 家

平　　均

4,135.5

4,132.7

4,422.8

4,170.2

4,319.7

業　　態 平　　　均

専 業

兼 業

デ ィ ー ラ ー

自 家

平　　均

43.8

39.9

29.5

40.8

34.8

２　人 ３　人 ４　人 ５　人 ６　人 ７　人 ８　人 ９　人 10　人

専 業

兼 業

デ ィ ー ラ ー

自 家

合　　計

77

11

１

1

90

21

8

4

1

34

5

1

4

1

11

21

10

11

3

45

14

3

11

0

28

11

4

23

0

38

10

1

20

0

31

1

0

17

0

18

5

2

21

0

28

業　態
整備要員数

２　人 ３　人 ４　人 計

専 業

兼 業

デ ィ ー ラ ー

自 家

合　　計

１人

24

3

0

0

27

２人

53

8

1

1

63

１人

1

0

0

0

1

２人

12

2

0

0

14

３人

8

6

4

1

19

１人

0

0

0

0

0

２人

0

0

0

0

0

３人

2

0

0

0

2

４人

3

1

4

1

9

１人

25

3

0

0

28

２人

65

10

1

1

77

３人

10

6

4

1

21

４人

3

1

4

1

9

整備要員数

整備士数

項　目

専　　業 兼　　業 ディーラー 自　　家 合　　計

指定を取得している

指定を取得していない

計

事業場数

62

119

181

％

34.3

65.7

100％

事業場数

16

26

42

％

38.1

61.9

100％

事業場数

146

17

163

％

89.6

10.4

100％

事業場数

3

4

7

％

42.9

57.1

100％

事業場数

227

166

393

％

57.8

42.2

100％

業　態

業　態

整備要員1人当り年間総給与額03

整備要員数別事業場数05

整備要員数別整備士数保有状況06

07

整備要員1人当り平均年齢04

（単位：千円） （単位：歳）

平成１７年度自動車分解整備事業実態調査結果

指定取得状況（事業場数）
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専
　
　
業

兼
　
　
業

デ
ィ
ー
ラ
ー

自
　
　
家

総
合（
自
家
除
く
）

入庫台数（千台）

入庫台数（千台）

入庫台数（千台）

入庫台数（千台）

入庫台数（千台）

①　車　検　整　備 ②
１年定期
点検整備

③
6ヵ月定期
点検整備

④
3ヵ月定期
点検整備

⑤
②～④以外
の点検整備

⑥
事故整備
（板金・塗装を含む）

⑦
①～⑥以外
の整備

合　計

25.70

6.59

65.29

0.30

97.57

13.24

2.59

14.46

1.52

30.28

38.93

9.17

79.75

1.82

127.85

9.10

1.84

74.70

0.01

85.65

5.37

1.84

13.19

0.00

20.40

5.45

1.27

5.16

1.35

11.88

25.21

3.94

69.74

10.24

98.88

18.09

2.73

31.33

1.36

52.16

53.98

14.01

330.06

7.04

398.05

156.14

34.81

603.93

21.82

794.87

検査受検
後の２年

検査受検
後の12ヵ月 小　計

１事業場当り（台）

整備要員1人当り（台）

％

１事業場当り（台）

整備要員1人当り（台）

％

１事業場当り（台）

整備要員1人当り（台）

％

１事業場当り（台）

整備要員1人当り（台）

％

１事業場当り（台）

整備要員1人当り（台）

％

229.43

43.55

16.46

263.40

56.28

18.93

694.57

81.82

10.81

98.67

10.57

1.36

422.39

64.83

12.28

118.18

22.43

8.48

103.44

22.10

7.43

153.81

18.12

2.39

507.00

54.32

6.97

131.08

20.12

3.81

347.61

65.99

24.94

366.84

78.38

26.36

848.38

99.93

13.20

605.67

64.89

8.33

553.47

84.95

16.08

81.29

15.43

5.83

73.56

15.72

5.29

794.71

93.61

12.37

4.00

0.43

0.05

370.76

56.91

10.77

47.93

9.10

3.44

73.44

15.69

5.28

140.34

16.53

2.18

0.67

0.07

0.01

88.29

13.55

2.57

48.68

9.24

3.49

50.80

10.85

3.65

54.90

6.47

0.85

449.00

48.11

6.17

51.44

7.90

1.49

225.04

42.72

16.14

157.40

33.63

11.31

741.90

87.39

11.55

3,412.67

365.64

46.91

428.05

65.70

12.44

161.54

30.66

11.59

109.36

23.37

7.86

333.34

39.27

5.19

454.67

48.71

6.25

225.80

34.66

6.56

481.96

91.49

34.57

560.40

119.74

40.26

3,511.32

413.61

54.65

2,347.67

251.54

32.27

1,723.17

264.49

50.08

1,394.05

264.62

100％

1,391.80

297.38

100％

6,424.89

756.82

100％

7,274.35

779.39

100％

3,440.98

528.16

100％

業　態

項　目

①　車　検　整　備 ②
１年定期
点検整備

③
6ヵ月定期
点検整備

④
3ヵ月定期
点検整備

⑤
②～④以外
の点検整備

⑥
事故整備

（板金・塗装を含む）

⑦
①～⑥以外
の整備

合計検査受検
後の２年

検査受検
後の12ヵ月 小　計

対象事業場数

対象整備要員数

専 業
売上高 13,072 9,439 22,511 1,909 538 620 4,863 16,556 16,351 63,348 112

兼 業

ディーラー

総　　　合
（自家除く）

売上高

売上高

売上高

13,612

50,478

28,352

7,427

9,722

9,336

21,039

60,200

37,689

1,333

18,312

8,521

1,135

2,141

1,255

983

896

771

3,332

8,571

6,206

14,013

57,203

32,821

19,251

81,115

43,019

61,086

228,438

130,281

25

94

231

業　態

項　目

比 率

比 率

比 率

比 率

20.6

22.3

22.1

21.8

14.9

12.2

4.3

7.2

35.5

34.4

26.4

28.9

3.0

2.2

8.0

6.5

0.8

1.9

0.9

1.0

1.0

1.6

0.4

0.6

7.7

5.5

3.8

4.8

26.1

22.9

25.0

25.2

25.8

31.5

35.5

33.0

100％

100％

100％

100％

590

117

798

1,505

整備内容別年間整備入庫台数（平均）08

1事業場当り整備内容別年間売上高及び売上比率（平均）09 ※消費税を除く （単位：千円）

特集 東京都の集計結果



整備 in Tokyo 2006年 7月号 9

整備売上 左欄の原価

専
　
　
業

兼
　
　
業

デ
ィ
ー
ラ
ー

平
　
　
均

１事業場当り

１事業場当り

１事業場当り

１事業場当り

総　額

80,914

78,979

318,543

193,842

内　　　訳

工賃売上高

37,160

35,523

106,202

69,884

部品材料売上高

31,249

26,095

122,538

74,278

外注売上高

12,505

17,361

89,803

49,680

対象事業場数

対象整備要員数

138

25

148

311

総　額

53,164

54,611

202,014

124,115

内　　　訳

整備要員人件費

20,815

21,279

57,564

38,340

部品材料費

24,396

20,605

82,947

51,955

外注費

7,953

12,727

61,503

33,820

業　態

項　目

指定事業場 認証事業場

専
　
　
業

兼
　
　
業

デ
ィ
ー
ラ
ー

１事業場当り

１事業場当り

１事業場当り

総　額

173,105

97,873

332,026

内　　　訳

工賃売上高

76,471

48,982

111,320

部品材料売上高

70,933

27,560

126,199

外注売上高

25,701

21,331

94,507

総　額

33,300

64,135

178,531

内　　　訳

工賃売上高

16,856

24,948

53,057

部品材料売上高

10,754

24,944

84,516

外注売上高

5,690

14,243

40,958

業　態

項　目

整備要員１人当り

％

整備要員１人当り

％

整備要員１人当り

％

19,143

100％

15,164

100％

31,994

100％

8,457

44.2

7,589

50.0

10,727

33.5

7,844

41.0

4,270

28.2

12,160

38.0

2,842

14.8

3,305

21.8

9,107

28.5

10,822

100％

19,953

100％

35,706

100％

5,478

50.6

7,762

38.9

10,611

29.7

3,495

32.3

7,760

38.9

16,903

47.3

1,849

17.1

4,431

22.2

8,192

22.9

整備要員１人当り

％

整備要員１人当り

％

整備要員１人当り

％

整備要員１人当り

％

15,839

100％

17,022

100％

32,159

100％

26,360

100％

7,274

45.93

7,656

44.98

10,722

33.34

9,503

36.05

6,117

38.62

5,624

33.04

12,371

38.47

10,101

38.32

2,448

15.45

3,742

21.98

9,066

28.19

6,756

25.63

705

116

1,466

2,287

10,406

100％

11,770

100％

20,394

100％

16,878

100％

4,074

39.15

4,586

38.96

5,811

28.50

5,214

30.89

4,775

45.89

4,441

37.73

8,374

41.06

7,065

41.86

1,557

14.96

2,743

23.30

6,209

30.44

4,599

27.25

年間整備売上高及び原価（平均）10

認証・指定別整備売上高（平均）11

※消費税を除く （単位：千円）

※消費税を除く （単位：千円）

平成１７年度自動車分解整備事業実態調査結果



10 整備 in Tokyo 2006年 7月号

専　　業 兼　　業 ディーラー 自　　家 合　　計

1 .　使用している

2.　使用していない

不　　　明

計

事業場数

164

12

5

181

％

90.6

6.6

2.8

100％

事業場数

37

3

2

42

％

88.1

7.1

4.8

100％

事業場数

152

8

3

163

％

93.3

4.9

1.8

100％

事業場数

5

2

0

7

％

71.4

28.6

0.0

100％

事業場数

358

25

10

393

％

91.1

6.4

2.5

100％

項　目

業　態

専　　業 兼　　業 ディーラー 自　　家 合　　計

①スタータ

②オルタネーター

③ターボ・チャージャー

④オートマチック・トランスミッション

⑤バンパー

⑥キャブレター

⑦トルクコンバータ

⑧エアコン用コンプレッサー

⑨エンジン

⑩ラジエータ

⑪パワーステアリング

⑫ドライブ・シャフト

⑬燃料噴射ポンプ

⑭フェンダー

⑮ボンネット

⑯ドアー

⑰タイヤ

⑱バッテリー

⑲ウィンドガラス

51

76

0

18

19

0

0

24

9

19

13

21

0

20

7

23

7

0

13

13

0

6

4

1

1

8

4

6

2

4

0

1

0

4

4

0

99

107

1

74

0

3

3

46

2

14

21

5

14

0

0

0

0

0

2

3

0

0

0

0

0

3

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

165

199

1

98

23

4

4

81

15

39

36

31

14

21

7

27

11

0

1 1 0 0 2

集計事業場数 107 24 132 3 266

部品名
業　態

中古・リビルト部品の使用の有無12

主な中古・リビルト部品の使用状況13 （事業場数）

特集 東京都の集計結果



整備 in Tokyo 2006年 7月号 11

専業 兼業 ディーラー 自家 合計

①部品商から購入

②解体業者から購入

③商工組合（北海道は地区協同組合）から購入

④その他

集計事業場数

事業場数

124

81

15

24

161

％

77.0

50.3

9.3

14.9

100％

事業場数

31

15

5

5

37

％

83.8

40.5

13.5

13.5

100％

事業場数

113

19

1

46

148

％

76.4

12.8

0.7

31.1

100％

事業場数

4

2

0

1

5

％

80.0

40.0

0.0

20.0

100％

事業場数

272

117

21

76

351

％

77.5

33.3

6.0

21.7

100％

項　目
業　態

専　　業 兼　　業 ディーラー 自　　家 合　　計

①必要な部品の在庫がないなど入手が
　困難な場合がある
②部品によってはきちんとした保証が
　欲しい

③調達方法を確立して欲しい

④新品との価格差が小さい

⑤その他

集計事業場数

事業場数

90

57

19

55

5

143

％

62.9

39.9

13.3

38.5

3.5

100％

事業場数

17

17

4

15

1

30

％

56.7

56.7

13.3

50.0

3.3

100％

事業場数

95

46

5

68

4

139

％

68.3

33.1

3.6

48.9

2.9

100％

事業場数

4

1

0

0

0

4

％

100.0

25.0

0.0

0.0

0.0

100％

事業場数

206

121

28

138

10

316

％

65.2

38.3

8.9

43.7

3.2

100％

項　目
業　態

専　　業 兼　　業 ディーラー 自　　家 合　　計

引
　
　
取

回
　
　
収

登録している

登録している

事業場数

136

34

％

75.1

18.8

事業場数

32

12

％

76.2

28.6

事業場数

153

78

％

93.9

47.9

事業場数

2

1

％

28.6

14.3

事業場数

323

125

％

82.2

31.8

項目

業態

登録していない

不 明

計

登録していない

不 明

計

40

5

181

131

16

181

22.1

2.8

100％

72.4

8.8

100％

7

3

42

27

3

42

16.7

7.1

100％

64.3

7.1

100％

9

1

163

79

6

163

5.5

0.6

100％

48.5

3.7

100％

5

0

7

6

0

7

71.4

0.0

100％

85.7

0.0

100％

61

9

393

243

25

393

15.5

2.3

100％

61.8

6.4

100％

リサイクル部品の調達方法14

リサイクル部品の使用を促進させるための問題点及び要望等15

自動車リサイクル法の引取業者・回収業者 登録状況16

平成１７年度自動車分解整備事業実態調査結果



12 整備 in Tokyo 2006年 7月号

使 用 済 み 自 動 車 引 取 台 数

専 業

兼 業

ディーラー

自 家

合 計

事 業 場 数

事 業 場 数

事 業 場 数

事 業 場 数

事 業 場 数

０台

21

6

45

0

72

10台以下

72

15

50

1

138

11～30台

20

6

27

1

54

31～50台

１

1

3

0

5

51～100台

1

0

0

0

1

101台以上

0

1

2

0

3

不　明

21

3

26

0

50

計

136

32

153

2

323

業　態
台　数

％

総 台 数

1事業場当り平均台数

％

総 台 数

1事業場当り平均台数

％

総 台 数

1事業場当り平均台数

％

総 台 数

1事業場当り平均台数

％

総 台 数

1事業場当り平均台数

15.4

0

0.0

18.8

0

0.0

29.4

0

0.0

0.0

0

0.0

22.3

0

0.0

52.9

328

4.6

46.9

82

5.5

32.7

253

5.1

50.0

8

8.0

42.7

671

4.9

14.7

366

18.3

18.8

103

17.2

17.6

505

18.7

50.0

20

20.0

16.7

994

18.4

0.7

45

45.0

3.1

40

40.0

2.0

114

38.0

0.0

0

0.0

1.5

199

39.8

0.7

100

100.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.3

100

100.0

0.0

0

0.0

3.1

931

931.0

1.3

664

332.0

0.0

0

0.0

0.9

1,595

531.7

15.4

9.4

17.0

0.0

15.5

100％

839

6.2

100％

1,156

36.1

100％

1,536

10.0

100％

28

14.0

100％

3,559

11.0

専　　業 兼　　業 ディーラー 自　　家 合　　計

�．特定フロン用のみ保有

�．代替フロン用のみ保有

�．兼用のみ保有

�．特定フロン用、代替フロン用両方を保有

�．特定フロン用、兼用両方を保有

�．代替フロン用、兼用両方を保有

不　　　　　　明

計

事業場数

3

0

5

3

2

0

0

13

％

23.1

0.0

38.5

23.1

15.4

0.0

0.0

100％

事業場数

1

0

3

2

1

0

0

7

％

14.3

0.0

42.9

28.6

14.3

0.0

0.0

100％

事業場数

1

0

56

10

3

0

0

70

％

1.4

0.0

80.0

14.3

4.3

0.0

0.0

100％

事業場数

0

0

0

0

0

0

0

0

％

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100％

事業場数

5

0

64

15

6

0

0

90

％

5.6

0.0

71.1

16.7

6.7

0.0

0.0

100％

項　目
業　態

引取業者に登録している事業者の使用済み自動車引取台数17

回収業者に登録している事業者のフロン回収機の保有状況18

（平成17年１月～６月）

特集 東京都の集計結果



整備 in Tokyo 2006年 7月号 13

使 用 済 み 自 動 車 フ ロ ン 回 収 台 数

専 業

兼 業

ディーラー

自 家

合 計

事 業 場 数

事 業 場 数

事 業 場 数

事 業 場 数

事 業 場 数

０台

17

8

57

1

83

10台以下

8

1

3

0

12

11～30台

2

1

7

0

10

31～50台

0

0

2

0

2

51～100台

0

0

1

0

1

101台以上

0

0

0

0

0

不　明

7

2

8

0

17

計

34

12

78

1

125

業　態
台　数

％

総 台 数

1事業場当り平均台数

％

総 台 数

1事業場当り平均台数

％

総 台 数

1事業場当り平均台数

％

総 台 数

1事業場当り平均台数

％

総 台 数

1事業場当り平均台数

50.0

0

0.0

66.7

0

0.0

73.1

0

0.0

100.0

0

0.0

66.4

0

0.0

23.5

34

4.3

8.3

10

10.0

3.8

20

6.7

0.0

0

0.0

9.6

64

5.3

5.9

42

21.0

8.3

18

18.0

9.0

154

22.0

0.0

0

0.0

8.0

214

21.4

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

2.6

92

46.0

0.0

0

0.0

1.6

92

46.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

1.3

72

72.0

0.0

0

0.0

0.8

72

72.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

20.6

16.7

10.3

0.0

13.6

100％

76

2.2

100％

28

2.3

100％

338

4.3

100％

0

0.0

100％

442

3.5

専　　業 兼　　業 ディーラー 自　　家 合　　計

�．特定フロン用

�．代替フロン用

�．兼　　　　用

合　　　　計

総台数

9

5

7

21

％

42.9

23.8

33.3

100％

集　　計
事業場数

13

総台数

4

2

4

10

％

40.0

20.0

40.0

100％

集　　計
事業場数

7

総台数

43

26

61

130

％

33.1

20.0

46.9

100％

集　　計
事業場数

70

総台数

0

0

0

0

％

0.0

0.0

0.0

100％

集　　計
事業場数

0

総台数

56

33

72

161

％

34.8

20.5

44.7

100％

集　　計
事業場数

90

項　目

業　態

回収業者に登録している事業者の使用済み自動車フロン回収台数19

回収業者に登録している事業者のフロン回収機の保有台数20

（平成17年１月～６月）

平成１７年度自動車分解整備事業実態調査結果



14 整備 in Tokyo 2006年 7月号

専　　業 兼　　業 ディーラー 自　　家 合　　計

破壊処理待ちの
保管量

再利用のための
保管量

計

回収事業場数

総量（リットル）

１事業場当り（リットル）

回収事業場数

総量（リットル）

１事業場当り（リットル）

回収事業場数

総量（リットル）

１事業場当り（リットル）

4

15.8

4.0

2

5.0

2.5

6

20.8

3.5

1

1.0

1.0

4

17.2

4.3

5

18.2

3.6

7

16.3

2.3

4

11.4

2.9

10

27.7

2.8

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

12

33.1

2.8

10

33.6

3.4

21

66.7

3.2

業　態
項　目

専　　業 兼　　業 ディーラー 自　　家 合　　計

登 録し て い る

登録していない

不 明

計

事業場数

10

136

35

181

％

5.5

75.1

19.3

100％

事業場数

4

28

10

42

％

9.5

66.7

23.8

100％

事業場数

1

147

15

163

％

0.6

90.2

9.2

100％

事業場数

1

4

2

7

％

14.3

57.1

28.6

100％

事業場数

16

315

62

393

％

4.1

80.2

15.8

100％

項目

業態

専　　業 兼　　業 ディーラー 自　　家 合　　計

�．引取業者のみ登録

�．回収業者のみ登録

�．解体業者のみ登録

�．引取業者、回収業者両方を登録

�．引取業者、解体業者両方を登録

�．回収業者、解体業者両方を登録

�．引取業者、回収業者、解体業者全部を登録

不　　　明

計

事業場数

99

0

1

28

3

0

6

44

181

％

54.7

0.0

0.6

15.5

1.7

0.0

3.3

24.3

100％

事業場数

20

0

0

8

0

0

4

10

42

％

47.6

0.0

0.0

19.0

0.0

0.0

9.5

23.8

100％

事業場数

75

1

0

77

1

0

0

9

163

％

46.0

0.6

0.0

47.2

0.6

0.0

0.0

5.5

100％

事業場数

1

0

0

0

0

0

1

5

7

％

14.3

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

14.3

71.4

100％

事業場数

195

1

1

113

4

0

11

68

393

％

49.6

0.3

0.3

28.8

1.0

0.0

2.8

17.3

100％

項　目
業　態

回収業者に登録している事業者の特定フロン回収量21

自動車リサイクル法の解体業者許可取得状況22

自動車リサイクル法の引取業者、回収業者、解体業者の登録状況23

特集 東京都の集計結果



整備 in Tokyo 2006年 7月号 15

使 用 済 み 自 動 車 引 取 台 数

専 業

兼 業

ディーラー

自 家

合 計

事 業 場 数

事 業 場 数

事 業 場 数

事 業 場 数

事 業 場 数

０台

0

1

0

1

2

10台以下

3

2

0

0

5

11～30台

3

0

0

0

3

31～50台

1

0

0

0

1

51～100台

0

0

0

0

0

101台以上

0

0

0

0

0

不　明

3

1

1

0

5

計

10

4

1

1

16

業　態
台　数

％

総 台 数

1事業場当り平均台数

％

総 台 数

1事業場当り平均台数

％

総 台 数

1事業場当り平均台数

％

総 台 数

1事業場当り平均台数

％

総 台 数

1事業場当り平均台数

0.0

0

0.0

25.0

0

0.0

0.0

0

0.0

100.0

0

0.0

12.5

0

0.0

30.0

7

2.3

50.0

13

6.5

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

31.3

20

4.0

30.0

59

19.7

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

18.8

59

19.7

10.0

40

40.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

6.3

40

40.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

0.0

0

0.0

30.0

25.0

100.0

0.0

31.3

100％

106

10.6

100％

13

3.3

100％

0

0.0

100％

0

0.0

100％

119

7.4

専　　業 兼　　業 ディーラー 自　　家 合　　計

対 象 事 業 者

非 対 象 事 業 者

不 明

計

事業場数

20

154

7

181

％

11.0

85.1

3.9

100％

事業場数

9

30

3

42

％

21.4

71.4

7.1

100％

事業場数

158

2

3

163

％

96.9

1.2

1.8

100％

事業場数

0

7

0

7

％

0.0

100.0

0.0

100％

事業場数

187

193

13

393

％

47.6

49.1

3.3

100％

項目

業態

解体業者の許可を取得している事業者の使用済み自動車引取台数24

個人情報保護法の対象事業者数25

（平成17年１月～６月）

平成１７年度自動車分解整備事業実態調査結果



16 整備 in Tokyo 2006年 7月号

専　　業 兼　　業 ディーラー 自　　家 合　　計

①プライバシーポリシーを作成し、広
　報した
②個人情報の取扱いに関する各種規定
　を作成した
③個人情報の取扱いに関して社員教育
　を実施した

④特に何もしていない

⑤その他

集計事業場数

事業場数

16

11

16

0

0

20

％

80.0

55.0

80.0

0.0

0.0

事業場数

5

3

4

0

0

9

％

55.6

33.3

44.4

0.0

0.0

事業場数

150

147

151

0

2

158

％

94.9

93.0

95.6

0.0

1.3

事業場数

0

0

0

0

0

0

％

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

事業場数

171

161

171

0

2

187

％

91.4

86.1

91.4

0.0

1.1

項　目
業　態

専　　業 兼　　業 ディーラー

定　期　点　検
（点検料のみ）

３．ラ ジ エ ー タ ・ ア ッ パ ・ ホ ー ス 交 換

４．フ ァ ン ・ ベ ル ト 交 換

５．デ ィ ス ク ・ パ ッ ド 交 換

６．ブ レ ー キ ・ シ ュ ー 交 換

７．フロント・ドライブ・シャフト・アウター・ブーツ交換

平　　　　　均

１．１年（12ヵ月）点検　１台

２．２年（24ヵ月）点検　１台

平均工賃

11,230

23,520

3,020

3,380

7,190

8,990

12,280

9,940

変動指数

99.4

97.8

99.7

100.0

99.0

99.7

99.4

98.8

平均工賃

12,230

23,600

3,330

3,280

7,050

9,660

11,650

10,140

変動指数

100.2

99.7

100.0

102.2

100.6

101.3

100.8

100.4

平均工賃

11,870

20,980

5,400

4,400

8,220

10,870

20,740

11,860

変動指数

99.8

101.1

104.2

102.8

103.3

104.3

104.1

102.5

項　目

業　態

１台

１台

１台

１台

１台

（注）ガソリンの小型四輪自家用乗用車のみ。

専　　業 兼　　業 ディーラー 合　　計

０　％

３ ％ 未 満

３％以上５％未満

５％以上10％未満

10 ％ 以 上

計

事業場数

75

96

4

1

0

176

％

42.6

54.5

2.3

0.6

0.0

100％

事業場数

12

23

2

1

0

38

％

31.6

60.5

5.3

2.6

0.0

100％

事業場数

1

150

5

4

0

160

％

0.6

93.8

3.1

2.5

0.0

100％

事業場数

88

269

11

6

0

374

％

23.5

71.9

2.9

1.6

0.0

100％

クレーム率

業態

個人情報保護法の対応状況26

クレーム状況28

受取工賃変動状況（平均）27 ※消費税を除く

（平成17年６月30日までの３ヵ月間）

特集 東京都の集計結果



整備 in Tokyo 2006年 7月号 17

０時間 ５時間
未　満

５時間～　
10時間未満

10時間～　
20時間未満

20時間～　
30時間未満

30時間～　
40時間未満

40時間～　
50時間未満

50時間
以　上 計

専　業

兼　業

ディー
ラ ー

自　家

合　計

事 業 場 数

事 業 場 数

事 業 場 数

事 業 場 数

事 業 場 数

37

7

0

1

45

27

8

0

1

36

21

4

0

1

26

32

7

31

2

72

20

5

65

0

90

6

2

37

1

46

7

0

12

1

20

1

1

9

0

11

151

34

154

7

346

％

1人平均時間

％

1人平均時間

％

1人平均時間

％

1人平均時間

％

1人平均時間

24.5

20.6

0.0

14.3

13.0

17.9

2.1

23.5

1.3

0.0

0.0

14.3

0.2

10.4

1.6

13.9

6.5

11.8

7.3

0.0

0.0

14.3

5.0

7.5

6.6

21.2

12.1

20.6

10.8

20.1

15.2

28.6

12.0

20.8

13.9

13.2

24.2

14.7

21.3

42.2

24.8

0.0

0.0

26.0

24.6

4.0

34.5

5.9

30.0

24.0

32.6

14.3

30.0

13.3

32.7

4.6

43.7

0.0

0.0

7.8

43.1

14.3

48.0

5.8

43.3

0.7

60.0

2.9

147.0

5.8

55.7

0.0

0.0

3.2

64.4

100％

15.4

100％

17.8

100％

29.0

100％

6.2

100％

23.7

業態
項目

専　　業

保有している

保
　
有
　
し
　
て
　
い
　
な
　
い

不　　　　　明

計

保
　
　
有
　
　
予
　
　
定

あ
　
　
　
る

な い

不 明

計

平成 17 年中

平成 18 年中

平成19年以降

不 明

小　　計

兼　　業 ディーラー 自　　家 合　　計

事業場数

167

0

3

0

0

3

10

1

14

0

181

％

92.3

0.0

1.7

0.0

0.0

1.7

5.5

0.6

7.7

0.0

100％

事業場数

38

0

0

0

0

0

1

1

2

2

42

％

90.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.4

2.4

4.8

4.8

100％

事業場数

162

0

0

0

0

0

0

0

0

1

163

％

99.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

100％

事業場数

6

0

0

0

0

0

1

0

1

0

7

％

85.7

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

14.3

0.0

14.3

0.0

100％

事業場数

373

0

3

0

0

3

12

2

17

3

393

％

94.9

0.0

0.8

0.0

0.0

0.8

3.1

0.5

4.3

0.8

100％

項　目

業　態

整備要員1人当り月平均残業時間29

パソコンの保有の有無30

平成１７年度自動車分解整備事業実態調査結果



18 整備 in Tokyo 2006年 7月号

活
　
用
　
方
　
法

イ
　
ン
　
タ
　
ー
　
ネ
　
ッ
　
ト

既
　
に
　
接
　
続

　
接
続
し
て
い
な
い

接
続
可
能
だ
が

専　　業 兼　　業 ディーラー 自　　家 総　　合

事業場数 ％ 事業場数 ％ 事業場数 ％ 事業場数 ％ 事業場数 ％

イ．経理事務

ロ．顧客管理

ハ．車両データ管理

ニ．保険事務

ホ．売上管理

ヘ．部品検索

ト．請求書等発行

チ．点検・車検案内

リ．インターネット接続

ヌ．その他

集計事業場数

80 48.5 24 63.2 155 96.9 5 83.3 264 71.5

118

113

106

97

53

115

101

140

39

165

71.5

68.5

64.2

58.8

32.1

69.7

61.2

84.8

23.6

100％

31

31

26

26

18

31

27

31

6

38

81.6

81.6

68.4

68.4

47.4

81.6

71.1

81.6

15.8

100％

158

158

152

158

158

155

133

159

40

160

98.8

98.8

95.0

98.8

98.8

96.9

83.1

99.4

25.0

100％

5

4

2

3

1

3

2

4

3

6

83.3

66.7

33.3

50.0

16.7

50.0

33.3

66.7

50.0

100％

312

306

286

284

230

304

263

334

88

369

84.6

82.9

77.5

77.0

62.3

82.4

71.3

90.5

23.8

100％

150イ．既に接続している

接
　
　
続

ロ．接続する予定である

接
続
予
定

イ．ブロードバンド

ロ．その他

不　　　　　明

計

①平成17年中

②平成18年中

③平成19年以降

不　　　　　明

計

ハ．接続できないパソコンである

ニ．接続可能だが接続していない

ホ．インターネットがよくわからないので接続していない

不　　　　　明

計

89.8 36 94.7 162 100.0 5 83.3 353 94.6

119

16

15

150

4

0

5

2

6

167

0

2

1

1

4

79.3

10.7

10.0

100％

2.4

0.0

3.0

1.2

3.6

100％

0.0

50.0

25.0

25.0

100％

31

1

4

36

0

1

1

0

0

38

0

0

0

0

0

86.1

2.8

11.1

100％

0.0

2.6

2.6

0.0

0.0

100％

0.0

0.0

0.0

0.0

100％

131

22

9

162

0

0

0

0

0

162

0

0

0

0

0

80.9

13.6

5.6

100％

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100％

0.0

0.0

0.0

0.0

100％

2

1

2

5

0

0

1

0

0

6

0

0

0

0

0

40.0

20.0

40.0

100％

0.0

0.0

16.7

0.0

0.0

100％

0.0

0.0

0.0

0.0

100％

283

40

30

353

4

1

7

2

6

373

0

2

1

1

4

80.2

11.3

8.5

100％

1.1

0.3

1.9

0.5

1.6

100％

0.0

50.0

25.0

25.0

100％

84

活
　
　
　
　
用

イ．電子メール

ロ．ホームページ閲覧

ハ．自社ホームページ作成

二．インターネットで情報収集

ホ．FAINESの閲覧

ヘ．その他

集計事業場数

60.4 25 71.4 150 93.2 3 60.0 262 77.1

71

30

115

30

43

139

51.1

21.6

82.7

21.6

30.9

100％

21

16

32

9

8

35

60.0

45.7

91.4

25.7

22.9

100％

130

64

135

12

40

161

80.7

39.8

83.9

7.5

24.8

100％

2

2

3

0

4

5

40.0

40.0

60.0

0.0

80.0

100％

224

112

285

51

95

340

65.9

32.9

83.8

15.0

27.9

100％

2
接
続
し
な
い
理
由

イ．請求書作成等の業務に手一杯だから

ロ．接続作業等が難しいから

ハ．通信料が高いから

ニ．インターネットに関心がないから

ホ．その他

集計事業場数

40.0 1 100.0 0 0.0 0 0.0 3 42.9

1

1

1

2

5

20.0

20.0

20.0

40.0

100％

0

0

0

0

1

0.0

0.0

0.0

0.0

100％

0

0

0

0

0

0.0

0.0

0.0

0.0

100％

0

0

0

1

1

0.0

0.0

0.0

100.0

100％

1

1

1

3

7

14.3

14.3

14.3

42.9

100％

項　目
業　態

パソコンを保有している事業場の活用状況及び
インターネット接続状況

31

特集 東京都の集計結果



整備 in Tokyo 2006年 7月号 19

専　　業 兼　　業 ディーラー 自　　家 総　　合

①知っている

②名前程度なら聞いたことがある

③知らない

不　　　　明

計

事業場数

93

44

35

9

181

％

51.4

24.3

19.3

5.0

100％

事業場数

26

6

5

5

42

％

61.9

14.3

11.9

11.9

100％

事業場数

79

40

41

3

163

％

48.5

24.5

25.2

1.8

100％

事業場数

4

0

3

0

7

％

57.1

0.0

42.9

0.0

100％

事業場数

202

90

84

17

393

％

51.4

22.9

21.4

4.3

100％

項　目
業　態

知

っ

て

い

る

専　　業 兼　　業 ディーラー 自　　家 総　　合

事業場数 ％ 事業場数 ％ 事業場数 ％ 事業場数 ％ 事業場数 ％

ど
の
よ
う
に
知
っ
た
か

イ．振興会の会報誌を見て 78 83.9 24 92.3 72 93.5 4 100.0 178 89.0

ロ．振興会からの電話などによる勧誘で

ハ．日整連や振興会のホームページを見て

ニ．他の事業者から聞いて

ホ．その他

集計事業場数

10

15

5

4

93

10.8

16.1

5.4

4.3

100％

1

3

2

1

26

3.8

11.5

7.7

3.8

100％

0

8

0

0

77

0.0

10.4

0.0

0.0

100％

0

1

0

0

4

0.0

25.0

0.0

0.0

100％

11

27

7

5

200

5.5

13.5

3.5

2.5

100％

イ．

利
用
し
た
こ
と
が
あ
る

　
利
用
し
た
い
情
報

利
用
し
た
又
は

イ．メーカー発行の「整備マニュアル情報」 22 68.8 6 75.0 3 50.0 0 0.0 31 67.4

ロ．

利
用
し
た
こ
と
は
な
い

　
す
る
た
め
の
改
善
点

利
用
し
や
す
く

利
用
し
て
い
な
い
理
由

ロ．サービスデータ

ハ．標準作業点数表

二．新型車の点検整備方式「技術情報」

ホ．リコール情報

ヘ．その他

集計事業場数

イ．新型車の整備情報をいち早く登録する

ロ．古い車の整備情報を増やす　

ハ．検索を簡単にする

ニ．サービス料金を下げる

ホ．その他

集計事業場数

イ．パソコンを持っていない

ロ．インターネットに接続していない

ハ．他のところで情報収集している

ニ．書籍を購入している

ホ．利用したい情報がない

ヘ．入会方法がわからない

ト．サービス料金が高い

チ．その他

集計事業場数

21

17

12

13

2

32

17

21

16

17

1

35

3

2

37

11

７

0

19

3

53

65.6

53.1

37.5

40.6

6.3

100％

48.6

60.0

45.7

48.6

2.9

100％

5.7

3.8

69.8

20.8

13.2

0.0

35.8

5.7

100％

5

6

1

3

1

8

3

4

1

5

1

8

0

0

12

4

2

1

7

1

17

62.5

75.0

12.5

37.5

12.5

100％

37.5

50.0

12.5

62.5

12.5

100％

0.0

0.0

70.6

23.5

11.8

5.9

41.2

5.9

100％

1

1

2

3

0

6

3

3

4

0

0

4

0

0

35

0

5

0

12

24

73

16.7

16.7

33.3

50.0

0.0

100％

75.0

75.0

100.0

0.0

0.0

100％

0.0

0.0

47.9

0.0

6.8

0.0

16.4

32.9

100％

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

1

1

0

2

0

4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100％

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

100％

0.0

25.0

50.0

25.0

25.0

0.0

50.0

0.0

100％

27

24

15

19

3

46

23

28

21

22

2

47

3

3

86

16

15

1

40

28

147

58.7

52.2

32.6

41.3

6.5

100％

48.9

59.6

44.7

46.8

4.3

100％

2.0

2.0

58.5

10.9

10.2

0.7

27.2

19.0

100％

項　目
業　態

FAINESの認知状況32

FAINESの活用状況33

平成１７年度自動車分解整備事業実態調査結果



 ○サービスプラグの取外し

＜注意＞

・低圧電気取扱い業務に係る安全衛生教育を受け

た方が作業を行うこと。

・サービスプラグを外した状態で絶対にプッシュ

スタートスイッチON操作を行わない。

・サービスプラグを取外すなどしてから高電圧の

コネクタおよび端子に触れるまでに５分間の時

間を確保する。

�プッシュスタートスイッチをOFFにする。

�ラッゲージ中央のリヤフロアボードNo. ２を取

外す。

�デッキフロアボックスRRを取外す。

�ラッゲージ右側のリヤフロアボードNo. ３を取

外す。

�補機用12Ｖバッテリーのマイナス端子を外す。

＜注意＞

・ダイアグコードが消去されるので、必要に応じ
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て事前にダイアグコードを記録する。

�絶縁手袋を着用しサービスプラグを引抜く。

 ○サービスプラグの取付け

�絶縁手袋を着用しサービスプラグを接続する。

�グリップを90°倒した後、下に突き当たるまで

確実に押し下げる。

�補機バッテリーのマイナス端子を接続する。

�リヤフロアボードNo.３を取付ける。

�デッキフロアボックスRRを取付ける。

�リヤフロアボードNo.２を取付ける。

 ○冷却液の抜取り

�トランスアクスル側リザーブタンクキャップを

取外す。

�図１の位置のプラグを外し、冷却液を抜取る。

�新品のガスケットを介してプラグを取付ける。

→基準値：T＝39N・m｛400kgf・cm｝

 ○冷却液（トヨタ純正スーパーLLC）補充

�図２の位置のブリーダプラグをゆるめ、ホース

を取付ける。

＜注意＞

・ホースの片方をリザーブタンクに差込む。

�リザーブタンクより冷却水を補充する。

�ブリーダプラグに取付けたホースとリザーブタ

ンクの「FULL」レベルの水位が等しくなるま

で、冷却水を補充する。

�ブリーダプラグを閉じる。

�イグニッションスイッチをONにして、約20秒間

ウォータポンプを作動させ、その後OFFにする。

［※１］

�イグニッションスイッチOFF後、ブリーダプラ

グをゆるめトランスアクスル内のエア抜きを行

い、再度ブリーダプラグを閉じる。［※２］

�リザーブタンクに冷却水を補充する。［※３］

�［※１］［※２］［※３］の作業を繰り返し、冷却

水を補充する。

→基準：「ウォータポンプの作動音が小さくなる」

および「リザーブタンク内の冷却水の循環が良

くなる」以上の状態になれば、冷却水系統のエア

抜きは完了。

＜参考＞

・冷却水系統にエアが混入している場合は「ウォー

タポンプの作動音が大きい」および「リザーブタ

ンク内の冷却水の循環が悪い」状態になる。

�冷却水系統がエア抜き完了状態となったら、再

度イグニッションスイッチをONにして約５分

間ウォータポンプを作動させる。

＜注意＞

・ブリーダプラグは閉じておく。

�リザーブタンクの「FULL」レベルまで、冷却水

を補充する。

＜参考＞

・インバータ用冷却液容量：2.7Ｌ

図１

図２

ブリーダプラグ
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 ○冷却液の抜取り

�クリップ６個を外して、ラジエータ・サポート・

オープニング・カバーを取外す。

�ラジエータキャップを取外す。

�ラジエータ側ドレーンコック部にビニールホー

スを取付ける。

�エンジン側ドレーンコック部にビニールホース

を取付ける。

�ラジエータ側およびエンジン側のラジエータ・

ドレーンコック・プラグをゆるめ冷却液を抜取

る。

�ラジエータ・リザーブタンクの冷却液を抜取る。

 ○冷却液（トヨタ純正スーパーLLC）補充

�エンジン側ドレーンコック・プラグを締付け、ビ

ニールホースを取外す。

→基準値：T＝13N・m｛130kgf・cm｝

�ラジエータ側ドレーンコック・プラグを締付け、

ビニールホースを取外す。

�ラジエータASSYのブリーダプラグ部およびラ

ジエータ・リザーブタンク間にビニールホース

を接続する【図１】。

�ソケットヘキサゴンレンチ６を使用して、ラジ

エータサポートのサービスホールからラジエー

タ・ブリーダプラグをゆるめる【図２】。

�冷却液をラジエータ注入口いっぱいまで注入する。

�ソケットヘキサゴンレンチ６を使用して、ラジ

エータ・ブリーダプラグを締付ける。

→基準値：T＝1.5N・m｛15kgf・cm｝

�ラジエータASSYのブリーダプラグ部およびラ

ジエータ・リザーブタンク間のビニールホース

を取外す。

�ラジエータキャップを取付ける。

�ラジエータ・リザーブタンクのＦレベルまで冷

却液を注入する。

�車両を整備モードにセットする。

�サーモスタットが開弁するまでエンジンを暖機

する。

�暖機後、エンジンを停止し、冷却液が冷えるま

で待ち、ラジエータキャップを取外して水位を

確認する。

�冷却液の水位が下がらなくなったら、ラジエー

タ・リザーブタンクの冷却液をＦレベルまで注

入する。

ラジエータキャップ

エンジン・ドレーンコック・プラグ

ラジエータ・ドレーンコック・プラグ

図１

図２

ビニールホース
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 ○ブレーキ制御（ECB）を禁止する

（TaSCANを使用する場合）

�プッシュスタートスイッチ O F F の状態で、

TaSCANをDLC３コネクタに接続する。

�TaSCANの電源スイッチをONにして、メニュー

（作業サポート）→ABS・VSC・ECB→エア抜き

→ECB→ブレーキ制御禁止を選択し実行する。

（スキッドコントロールリレーNo.２を取外す場合）

�ブレーキ制御を禁止させるため、プッシュス

タートスイッチOFF の状態でスキッドコント

ロールリレーNo.２（モータリレー）２個を取外

す【右図参照】。

 ○フロントブレーキ系統エア抜き

�ブレーキペダルをペダリングし、フロントブ

レーキシリンダRH・LHのブリーダプラグより

エア抜きを行う。

＜参考＞

・エアが完全に抜けるまで繰り返し行う。

・エア抜きはRH・LHの順で行う。

�エア抜き後、ブリーダプラグを締付ける。

→基準値：T＝8.4N・m｛85kgf・cm｝

 ○リヤブレーキ系統エア抜き

�スキッドコントロールリレーNo. ２（モータリ

レー）２個を取付ける（モータリレーを取外した

場合）。

�TaSCANのメニュー画面より、ブレーキ制御禁

止を解除する（TaSCANを使用してブレーキ制

御を禁止した場合）。

�プッシュスタートスイッチ O F F の状態で、

TaSCANをDLC３コネクタに接続する。

�プッシュスタートスイッチおよびTaSCANの電

源をONにする。

�TaSCANのメニュー画面より、診断→ALLダイ

アグ→ダイアグコード消去を選択し、実行する。

�TaSCANのメニュー画面より、作業サポート→

ABS・VSC・ECB→エア抜き→ECB→ブレーキ

制御禁止を選択し実行する。

�ブレーキペダルを踏込んだ状態で、ポンプモー

タおよびソレノイド駆動中にリヤブレーキシリ

ンダLHのブリーダプラグからエア抜きを行う。

�エア抜き後、ブリーダプラグを締付ける。

�TaSCANのメニュー画面より、作業サポート→

ABS・VSC・ECB→エア抜き→ECB→ブレーキ

制御禁止を選択し実行する。

�ブレーキペダルを踏込んだ状態で、ポンプモー

タおよびソレノイド駆動中にリヤブレーキシリ

ンダRHのブリーダプラグからエア抜きを行う。

�エア抜き後、ブリーダプラグを締付ける。

→基準値：T＝8.4N・m｛85kgf・cm｝

＜参考＞

・ブレーキペダルを踏込み保持する。

・ソレノイド駆動は約30秒を目安にし、ペダルを

離して停止させる。

・エアが完全に抜けるまで繰り返し行う。

・エア抜き中、ECBウォーニングランプ点灯およ

びブザーが吹鳴するが異常ではない。

スキッドコントロールリレーNo.２
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永年にわたって業界振興のために尽力されてこ

られた陸運関係事業者及び陸運関係事業者団体の

役員等の方々におくられる「陸運関係功労者関東

運輸局長表彰式」が、去る６月９日�午後２時よ

り、横浜市中区の横浜第二合同庁舎第１共用会議

室において執り行われた。

東整振関係からは次の２名の方々が受賞の栄に

浴された。

◆陸運関係功労者関東運輸局長表彰受賞者
（順不同：敬称略）

田中自動車工業所

㈲千葉文商店

東　清

島　部

田中　徳夫

千葉　昭一

氏　名 事業所名 支部

◆陸運関係功労者東京運輸支局長表彰受賞者
（敬称略）

氏　名 事業所名 支部

加藤　健三 ㈲加健自動車 鐚　飾

去る６月22日�午後２時より、東京運輸支局1

階会議室において「平成18年陸運関係功労者東京

運輸支局長表彰式」が執り行われた。

この表彰は、永年にわたり業界振興のために尽

力されてこられた方々におくられるもので、東整

振関係からは次の方が受賞の栄に浴された。

陸運関係功労者東京運輸支局長表彰

陸運関係功労者関東運輸局長表彰
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東整東整振
都整都整商
東整振
都整商

平成18年6月7日貉　15時

合同支部長合同支部長会
渋谷区本町「東京都自動車整備教育会館」

◆今回退任されたブロック長・支部長（敬称略）

品川ブロック（早川清三郎）、八王子ブロッ

ク（青木信義）、目黒支部（高室慶一）、大田支

部（半藤政二）、渋谷支部（岩崎之一）、島部支

部（高田政明）、台東支部（植原靖浩）、江戸川

支部（関口英吉）、新宿支部（片岡年正）、豊島

支部（福延仁男）、立川支部（藤田英明）、調布

狛江支部（本橋実）、八王子支部（吉野正男）

� 諸会議開催のあり方について

〔振興会商工組合の会議は回数が多く、都内全

域から役員委員が参集することから、会議運

営の改善要望の声がかねてからある。開催時

刻の繰り下げや同一日の集中開催など会議運

営の合理化に心がけているが、午前中の開催

や夕刻の開催を要望される役員がいる一方、

その時間帯では出られないとする役員委員も

ある。これらの幅広い意見を背景に、諸会議

運営のあり方を整理し、会議運営の原則は

「会議開催は15時から最長２時間とする」「議

長は、参加者全員が発言できる機会を確保し、

終了時刻に留意する」「同一日に開催できる

会議は、極力集中する」とする。また、委員

〔東整振並びに都整商役員の改選に伴い、今回

新しく選任された正副会長理事長・ブロック

長・支部長を紹介〕

〔役員の改選に伴い、ブロック及び支部におい

ても役員の改選が行われ、今回新たに２ブロ

ック長と11支部長が交替された。新しく選任

された支部長が紹介され、会長理事長より委

嘱状が交付された（＝ブロック長支部長名簿

別掲29頁参照＝）。また、退任されたブロッ

ク長支部長に感謝状が贈呈された〕

退任された支部長に感謝状が贈呈された

ブロック長支部長に坂本会長理事長より委嘱状を交付

正副会長理事長・ブロック長・支部長紹介

ブロック長・支部長委嘱状交付

退任ブロック長・支部長感謝状贈呈

会　　　　議
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会プロジェクト部会等、理事会、ブロック長会

議、支部長会、ブロック役員会それぞれの会

議について開催回数・時間等の改善を行う〕

� 副会長副理事長の職務体制について

〔会務運営の円滑化のため、副会長副理事長の

中から「事業別担当」を選任する〕

� 平成18年度ブロック支部への補助金について

〔平成18年度振興会事業費としての位置付けの

もとに、ブロックへの事業補助として「ブロ

ック運営補助費」「ブロック青研活動補助費」

「ブロック指定工場部会活動補助費」を補助、

支部への事業補助として「会費徴収関係費」

「法規税制対策地区活動費」「マイカー点検教

室」を補助する〕

� 平成18年度東京都予算等に対する要望への回

答について

〔＝「整備 in Tokyo」, 06年６月号29頁参照＝〕

� 法令研修等のインターネット事前申込みにつ

いて

〔＝「いんふぉめーしょん」６月号参照＝〕

� 車検予約キャンセル等の取扱い変更について

〔車検予約について、「無断キャンセルが検査

設定台数の１割以上発生」「キャンセル時間

の設定が受検当日朝８時までとなっているた

め、直前にキャンセルした場合、他の事業者

が予約しにくい」「１事業場のラウンドあた

りの予約可能台数が『６台』であり、予約可

能台数が多すぎる」等の原因により、足立軽

検査場において、恒常的に継続検査予約が取

りにくい状態が続き、また、全検査場におい

て繁忙期に新規の予約が取りにくい状態がみ

られることから、平成18年８月１日受検分か

ら、車検予約については「無断キャンセル事

業場への指導を徹底する」「キャンセル時間

を、前日の午後３時までとする」「１事業場

のラウンドあたりの予約可能台数を４台とす

る」＝「いんふぉめーしょん」７月号参照＝〕

� 放置駐車違反金未納車車検拒否制度説明会開

催状況並びに滞納情報システム事業場登録状況

について

〔放置駐車違反金未納車車検拒否制度説明会開

催状況並びに滞納情報システム事業場登録状

況について報告。説明会は５月31日現在で36

回開催。また、滞納情報システムの事業場登

録状況は、５月31日現在で4,817事業場のうち

2,151事業場が登録、登録率は44.7％〕

� FAINES加入促進について

〔インターネットを利用した整備情報システム

FAINESの加入促進キャンペーン（入会金キ

ャッシュバック）を18年６月～19年１月にか

けて実施。FAINESの加入促進について案

内。＝「いんふぉめーしょん」６月号にパン

フレット同封＝〕

� 平成18年度整備主任者技術研修（実習）につ

いて

〔＝「いんふぉめーしょん」６月号参照＝〕

� 平成18年度上期各種研修講習予定について

〔＝「いんふぉめーしょん」６月号参照＝〕

� その他

支部長からの提出協議事項及び情報交換

報　告　事　項

事業 副会長、副理事長 事務局部署 関連委員会等

組織運営

教育事業

指導事業

経済事業

法規税制

ＩＴ、広報 

天野副会長

上野副理事長

村田副会長

萩原副会長

早川副理事長

植原副理事長

谷古宇副会長

鈴木副理事長

振商総務部

振商教育部

振 事 業 部

商 事 業 部

商 事 業 部

企画広報室

企画広報室

振商総務委員会

振商教育委員会

振講習専門委員会

振技術相談窓口

振事業指導委員会

本部指定工場部会

振商構造改善
　　プロジェクト

本部青研

事業委員会

金融（審査）委員会

ＩＴプロジェクト

■事業別担当
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◆品川ブロック

支　部 氏　名 事業所名

ブロック長

中　　　央

品　　　川

目　　　黒

大 田

世　田　谷

渋　　　谷

島　　　部

岩崎　之一

中田　　豊

林　　徹也

近藤　文夫

木村　重興

増田十六男

花香　信義

森川　誠一

岩崎自動車工業㈱

戸倉自動車工業㈱

金剛自工㈱

㈱近藤自動車

㈱東興自動車商会

㈲増田自動車

花香自動車工業㈱

大島技研㈱

◆足立ブロック

支　部 氏　名 事業所名

ブロック長

台　　　東

墨　　　田

江　　　東

荒　　　川

足　　　立

�　　　飾

江　戸　川

檜山栄八郎

原田　昭一

遠藤　裕一

後藤　　晃

石川　賢一

小川　勝明

加藤　健三

須長　一夫

綾南自動車㈱

㈲浅草原田オート

遠藤自動車工業㈱

㈲後藤自動車販売

イシカワモーター

㈲下谷自動車

㈲加健自動車

㈲須長モータース

◆練馬ブロック

支　部 氏　名 事業所名

ブロック長

新　　　宿

文　　　京

中　　　野

杉　　　並

豊　　　島

北

板　　　橋

市川　豊彦

小川　元久

五十嵐正樹

畦地　英明

濱崎　一郎

神藤　正夫

竹田　武義

佐藤啓市郎

㈲信濃自動車

小川自動車㈱

大和自動車整備㈱

タイガー自動車工業㈱

東洋自動車㈱

豊島モータース

㈱会津竹田モータース

ＫＭサトウ自動車㈱

練　　　馬 内田　吉成 中幸商事㈱

◆多摩ブロック

支　部 氏　名 事業所名

ブロック長

立　　　川

武蔵野・三鷹

府　　　中

調 布 狛 江

町　　　田

北　多　摩

北　　　武

市川　　保

柳　　賢司

加藤　正次

加藤　代己

山口　邦男

横田　宗司

高村　和利

岡野　雅司

大府自動車工業㈱

㈱多摩自輌

㈲北野自動車

加藤自動車工業㈲

㈱山口自動車工業所

横田自動車

㈲小金井スバル自動車

㈱岡野モータース

村 山 大 和

東　　　清

�下　　弘

森本　昇二

㈲�下自動車

㈱オートサービス横山

◆八王子ブロック

支　部 氏　名 事業所名

ブロック長

八　王　子

大　多　摩

西　多　摩

小林　利男

岩田　孝支

小村　春男

小林　正一

㈱小林自工

イワタ自動車㈱

西東京自動車工業㈱

㈲小林自動車

◆業態支部

支　部 氏　名 事業所名

二輪自動車 小藤　東洋 ㈱東洋

■ブロック長・支部長名簿 �東京都自動車整備振興会／東京都自動車整備商工組合
平成18年６月（敬称略）

■

売りたし買いたし売りたし買いたし
掲示板

研修講習

あなたの事業場や自宅に眠っている「使わないもの」を必要としている
人がいるかも！？
どんどん売りたし買いたし掲示板を使って、資源を有効活用しよう！

もっと知識や技術を身につけたいと思ったら、こちら！
資格取得は自分の実力をアピールできます！

整備士
試験問題試験問題

整備士試験の過去問題で、試験前の弱点チェック！
資格を持っている方も、実力試しにチャレンジ！
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■東京都自動車整備商工組合総代名簿（第16期） 東 京 都 自 動 車 整 備 商 工 組 合
平成18年５月24日（順不同・敬称略）

■

【中　央】　　　　14名 
中田　　豊　　戸倉自動車工業㈱
川崎　一夫　　㈲一ノ橋ガレージ
関口　直一　　関口車販㈱
藤沢　　滋　　㈱藤沢モーター商会
北村　隆男　　㈱ホクソンモータース
鈴木　邦男　　㈱友輪自動車
倉繁　謙二　　大洋工業㈲
【品　川】　　　　７名 
林　　徹也　　金剛自工㈱
清木　重信　　㈲盛輪社モータース
清水　義純　　清水自動車商工㈱
吉田　弘延　　㈱ＣＳトナン 
【目　黒】　　　　５名 
近藤　文夫　　㈱近藤自動車
安藤己喜雄　　㈲東邦自動車工業所
大阪　健二　　㈱都南サービス 
【大　田】　　　　15名 
木村　重興　　㈱東興自動車商会
半藤　政二　　半藤自動車商工
佐藤　一男　　ユーエス自動車整備工場
橋本　静男　　橋本自動車整備工場
田中　仁志　　田中自動車工業
上野　武男　　㈲カーステージタマガワ
小出　陽一　　㈱ファーストモータース
鹿嶋　春雄　　㈱仲池自動車センター 
【世田谷】　　　　13名 
増田十六男　　㈲増田自動車
長屋　静夫　　㈱北栄自動車工業所
加藤　伸昭　　㈲加藤自動車工業
星野　　明　　星野モーター
西川　幸男　　仲町自動車㈲
小林　清浩　　㈲小林自動車修理工場
石渡　國弘　　㈱イシワタリ 
【渋　谷】　　　　３名 
仲尾　一男　　㈲仲尾自動車
水谷　泰造　　水谷自動車工業㈱
【島　部】　　　　５名 
森川　誠一　　大島技研㈱
赤松　正吉　　㈱赤松自動車工場
持丸　武人　　㈱護神自動車整備工場 
【台　東】　　　　９名 
坂本　紘輝　　㈲坂本モータース
濱里　紀夫　　㈲天一モータース商会
増田　好雄　　千代田自動車㈱
青木　一泰　　㈱青木商会
矢口　徳次　　㈱矢口モータース 

小林  幹雄　　小林自動車工業�
出口  洋弌　　大洋自動車販売㈱
宍倉　　健　　宍倉自動車㈱
永井　　甫　　永井小型自動車㈱
小川　一啓　　小川モーター㈱
渡辺　栄一　　㈲渡辺商会
中須　良一　　ナカス自動車販売㈱

白杉　國興　　㈱白興自動車工業所
金子　俊朗　　㈲光州モータース
植松好一郎　　植松自工㈱

鈴木傳太郎　　㈲鷹番町鈴木サイクル
山田　秀雄　　㈲ヤマダ自動車

新井　頼信　　新井自動車販売㈱
亀田　修次　　亀万自動車
古宇田寿夫　　㈲古宇田自動車整備工場
森田　大緑　　モリタース車輌工業㈱
矢野口智一　　矢野口自工㈱
小林　光雄　　㈲ＢＳＫ
清野　博充　　㈲清野自動車工業

河野　道雄　　㈱河野自動車
大島　弘之　　三桜自動車㈱
稲葉　良夫　　㈲協映自動車
佐藤　俊夫　　世田谷モータース㈱
大久保敦彦　　㈲大久保自動車
宮内　忠雄　　城南モーターサービス㈱

山田　　肇　　山田自動車サービス㈱

千葉　昭一　　㈲千葉文商店
森　吉三郎　　新島自動車整備協業組合

太田　清治　　台東ダイハツ自動車㈱
渡辺　　保　　㈲渡辺モーター商会
宮嶋　勝己　　㈲宮嶋モータース
宮崎　賢治　　㈱宮崎モータース
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【墨　田】　　　　13名 
遠藤　裕一　　遠藤自動車工業㈱
板倉　一幸　　㈲板倉モータース
菱沼　進一　　業平自動車㈱
白井　勝明　　白井モータース
高橋　正春　　㈲高長モーター商会
中村　秀一　　㈲豊徳自動車
山本　清二　　山本自動車㈱ 
【江　東】　　　　12名 
岩瀬　晴彦　　㈲岩瀬自動車整備工場
片爪　収三　　㈲不二自動車工場
栗田　　清　　㈲クリタオート
鈴木　日勝　　㈲鈴木自動車
井出伸太郎　　㈲井出自動車
吉岡　宏明　　㈲吉岡自動車整備工場
【荒　川】　　　　７名 
石川　賢一　　イシカワモーター
広沢　　実　　広沢自動車工業㈱
寺尾　善七　　寺尾自動車
野崎　博之　　野崎モーター㈲
【足　立】　　　　21名 
檜山栄八郎　　綾南自動車㈱
長田　紀一　　㈱オサダ自動車
栗原　　克　　栗原ヂーゼル㈱
関　ひさ子　　曙自動車㈱
山本　武夫　　㈱山本モータース
渋谷　哲彦　　榮自動車工業所第二工場
安原　　均　　上里運送㈲
山内　豊彦　　㈲山内モータース
佐鳥　　勇　　㈱万喜自動車工業所
佐藤　修二　　佐藤自動車
高田　尊嗣　　大都自動車工業㈱
　　　　　　　　　14名 
加藤　健三　　㈲加健自動車
大畑　広行　　㈲東和自動車商会
小河原隆夫　　オガワラ自動車整備工場
小菅　芳樹　　小菅モータース
小田嶋喜八　　㈲オダジマ自動車
増島　浩一　　㈱増島自動車
内山　　猛　　㈲内山自動車
【江戸川】　　　　21名 
関口　英吉　　㈲ビーエムエス
芦田　光彦　　㈱アシダ
石川　純男　　㈲丸石自動車
中里　靖彦　　中里自動車㈱
小林　秀康　　小林自動車工業
佐藤　正敏　　㈲佐藤自動車工業所
霜田　和夫　　霜田自動車工業
鈴木　幸男　　㈲丸幸商会
田口　四郎　　㈱フロンティアモーター

赤津　貴信　　赤津モータース
越川　昭男　　㈲越川電機工業所
佐藤　義則　　㈱大東自動車
岩井　啓司　　㈲岩井モータース
竹内　　清　　㈲竹内モータース
野村　幸一　　野村モータース

永野　　裕　　寿自動車㈱
皆川　義則　　皆川自動車整備工場
五月女哲也　　五月女モータース商会
深谷　恒治　　㈱深谷モーター
山田　克久　　㈲山田自動車工業所
平野　貴嗣　　㈱平野自動車整備工場

鈴木　光明　　タイガーモータース
中野　博人　　㈲中野自動車
小平　順一　　㈲小平モータース

小川　勝明　　㈲下谷自動車
�橋　誠一　　㈲ガレージタカハシ
花沢　　佐　　三友自動車㈱
中村　　嚴　　中村自動車
瀬田　甚一　　㈲瀬田自動車工業
青木　慶一　　青木自動車工業㈱
青木　　満　　三久自動車工業㈱
川井　竹雄　　㈲川井モータース
西田　克己　　大塚オートサービス㈱
首藤　広行　　首藤自動車㈱

阿部　　繁　　阿部自動車工業㈱
大山　康之　　東和工業㈱整備工場
鈴木　　昌　　㈲三鈴自動車
野口　久雄　　㈲野口自販サービス
山口　新一　　㈲山口善次モータース
鈴木　康正　　㈲巧安モータース
森田　洋一　　㈲東洋モーター整備工場

下重　和喜　　栄自動車㈱
二瓶　　広　　栄光自動車商会㈲
横山　梧樓　　㈲横山モータース
大場　國治　　㈲大場自動車
須長　一夫　　㈲須長モータース
関口　　護　　㈲関口モータース
斎藤　悦正　　㈲斎悦自動車
溝淵　　豊　　㈲溝淵自動車修理工場
長谷山和彦　　㈲旭東自動車

【 】
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森　　清正　　森賛自動車㈱ 渡辺　　豊　　㈱江戸川自動車
平野　　滋　　㈱平野モータース
【新　宿】　　　　４名 
谷津田有功　　㈱ヤツダ自動車商会
丹羽　蓉司　　㈱丹羽自動車
【文　京】　　　　３名 
五十嵐正樹　　大和自動車整備㈱
織田　米蔵　　三光自動車㈲
【中　野】　　　　４名 
畦地　英明　　タイガー自動車工業㈱
江上　雅敏　　㈱江上モータース
【杉　並】　　　　８名 
濱崎　一郎　　東洋自動車㈱
青山　一仁　　㈱青山自動車工業所
吉本　敏久　　ヨシモト自動車㈱
丸山　達男　　㈱丸山自動車工場
【豊　島】　　　　４名 
神藤　正夫　　豊島モータース
田村隆二郎　　田村モータース
【　北　】　　　　７名 
竹田　武義　　㈱会津竹田モータース
稲垣　　勝　　稲垣自動車整備工場
鈴木　雅之　　エンドリス自動車㈱
渡部　完治　　㈲幸徳自動車整備工場 
【板　橋】　　　　12名 
佐藤啓市郎　　ＫＭサトウ自動車㈱
徳永　勝彦　　㈱徳永自動車
小林　元一　　㈱小林自動車
佐藤　政志　　㈱飯田商店
冨山　繁雄　　第一興業㈱
張替　末男　　張替自動車工業㈱
【練　馬】　　　　12名 
内田　吉成　　中幸商事㈱
小島　英雄　　小島自動車㈲
斎藤　　進　　㈲タイガー自動車工業
樫村　　茂　　㈱吉岡自動車興業
阿部　信行　　栃和泉自動車㈱
鶴見　雄介　　西大泉自動車㈲
【立　川】　　　　７名 
柳　　賢司　　㈱多摩自輛
庄子　寿一　　㈱ショージオートサービス
鈴木　博司　　㈲フジ自動車商会
曳地　義正　　㈲昭島ヒダカ産業 
【武蔵野・三鷹】　５名 
加藤　正次　　㈲北野自動車
茂木　　巖　　㈱茂木商会
橋本　順一　　みなと自動車工業㈱
【府　中】　　　　４名 
加藤　代巳　　加藤自動車工業㈲
渡辺　守之　　㈱ニホンモータース

小川　元久　　小川自動車㈱
村山　勝彦　　㈲三共モータース第二工場

吉田　久夫　　㈲吉田モータース

市川　豊彦　　㈲信濃自動車
山中　　宏　　中野自動車整備工場

土肥　紀久　　㈲東自動車工場
井野場裕之　　㈱イノバ自動車
鈴木　康之　　㈲東京モータース
松浦　良雄　　㈲松浦自動車

白井　晴夫　　㈲白井自動車商会
武藤　　譲　　武藤自動車

川村　隆志　　カワムラ自動車工業㈱
久保　克之　　久保自動車
東條　　要　　諏訪自動車㈱

吉田　　明　　㈲吉田モータース
臼井　克美　　ムツミコミュニティ㈱
佐藤　　豊　　㈲エスエーエス佐藤自動車
竹田　四郎　　竹田自動車工業
江袋　　明　　江袋自動車㈱
広浜　光夫　　戸田橋ホンダ販売

本橋　秀樹　　㈱ニューモトハシ
高橋　正平　　高橋自動車㈱
栗原　　茂　　栗原モータース
谷治　和雄　　日産サニー城北販売㈱
小林　成行　　㈱コモ
服部　憲一　　㈱服部自動車板金工業

藤田　英明　　㈱藤田自動車商会
森島　徳幸　　昭島自動車㈱
伊澤　英男　　日本自動車整備工場

後藤　一敏　　㈱後藤自動車
石井　康光　　㈱石井自動車整備工場

小藤　東洋　　㈱東洋
松村　忠男　　㈲松村モータース
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【調布狛江】　　　６名 
石井　和平　　石井自動車㈱
佐保田　務　　㈲佐保田自動車
遠山　勝男　　㈲調布モータース
【町　田】　　　　７名 
横田　宗司　　横田自動車
河合　　彪　　三共自動車㈱
新倉　芳夫　　㈱カトレアモータース
小林　進一　　上進モータース 
【北多摩】　　　　４名 
高村　和利　　㈲小金井スバル自動車
村野　和男　　㈲村野自動車整備工場
【北　武】　　　　６名 
岡野　雅司　　㈱岡野モータース
加藤　　一　　伏見モータース
三村　昭雄　　㈲サンロード自動車
【村山大和】　　　８名 
�下　　弘　　㈲�下自動車
田代　悦久　　㈲赤城自動車
石井　敏雄　　㈱石井自動車
星　三千男　　東村山自動車整備工場
【東　清】　　　　４名 
森本　昇二　　㈱オートサービス横山
小林　利蔵　　㈱小林モーター
【八王子】　　　　19名 
青木　信義　　㈲青木自動車
吉野　正男　　吉野自動車
岩田　孝支　　イワタ自動車㈱
金子　征一　　㈲金子自動車
金子　　宏　　カネコモータース
林　　一訓　　㈲協立自動車整備工業
森久保幸男　　㈲森久保自動車
増渕　　実　　㈱トヨタレンタリース多摩
藤原　　勇　　フジワラオートサービス
石井　秀和　　㈲石井モータース 
【大多摩】　　　　６名 
小村　春男　　西東京自動車工業㈱
岡部　哲也　　英弘自動車
山田　和美　　㈲ガレージ山田
【西多摩】　　　　11名 
小林　正一　　㈲小林自動車
岡野　悦史　　㈲岡野自動車
萩原　　薫　　㈲萩原自動車整備工場
宮川　幸久　　宮川自動車
吉野　　修　　吉野自動車整備工場
藤田　　勉　　㈲藤田自動車工業 

吉田　良一　　㈱三五自動車工業
清水　幸一　　㈱ホンダオート清水
山口　邦男　　㈱山口自動車工業所

榎本　　修　　サンワ自動車㈲
老沼　　正　　友和自動車㈱
遠田　　實　　㈲遠田自動車

遠藤　芳次　　遠藤モータース
鈴木　一美　　㈲鈴木モータース

高橋　　一　　㈲高橋自動車
保谷　武司　　司モータース
永井　毅一　　㈲協永モータース

庄司　　勲　　㈲共栄自動車販売
小野　義治　　㈲野島自動車商会
豊島　　馨　　㈲豊島モータース
平塚　幸一　　㈱平塚モータース

町田　　弘　　㈱町田オートサービス
吉田　和義　　㈲吉田モータース

小林　利男　　㈱小林自工
小沢　　正　　㈲小沢モータース
田島　良明　　㈲田島自動車整備工場
萩原　良夫　　㈱カーライフハギワラ
小室　昭八　　㈲おおなわ自動車整備工場
和田　光義　　和田自動車整備工場
掛川　順吉　　㈲掛川モータース
川口　善明　　㈱川口自動車工業
高橋　孝司　　㈱立川ヂーゼルオートサービス

四谷　信武　　㈱四谷自動車
久保栄一郎　　㈲下紺屋自動車整備工場
池谷　幸三　　池谷自動車修理工場

浅見　宇一　　㈱浅見モータース
内田　房雄　　設楽自動車
中西　　弘　　中西モータース
橋本　敏次　　マルダイオート㈱
落合　義則　　落合自動車工場
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去る5月24日に開催した「東整振第23回通常総

会」の議案について、質疑応答と意見要望があり

ました。その要旨についてご報告いたします。

調査は、所轄税務署が行う通常の税務調査と同

様で、直近３ヵ年の帳簿等のチェックの他、収

益・公益事業経費に着目した内容でありました。

振興会の調査ということでしたが、都整商と関連

する部分の質問を受けました。このほか、支部の

実態についても調査が行われました。

個人を批判する卑劣な手段をもちいた匿名の怪

文書が役員宛に郵送されましたが、事実無根であ

ります。差出人名が無く、個人を誹謗中傷する根

拠の無い文書をもっての調査委員会などを設置す

ることはいたしません。

ご意見として承ります。

３月臨時総会でお答えした通りです。

３月臨時総会でお答えした通りです。

原案資料は、理事会翌日に送付しております。

東政連のお話ですので、この場ではお答えしか

ねます。

◆事務局運営

◆組織運営

昨年の国税庁の調査内容についてご説明願

いたい。東整振と都整商の関連調査で当局の判

断は如何であったのか。

事務局運営について、常勤役員の言動に関

する噂や投書を受けたが、その真実について伺

いたい。真実究明の調査委員会を設置すべきで

はないか。

総会の質問時間が短い等、運営方法の改善

を要望する。

機関誌の編集等、旧態依然とした方針しか

ない。本部推薦理事として立候補する。

次期会長候補者の推薦委員会による推薦方法

は反対、郵送による直接選挙の実施を提案する。

◆書面による質問

総会原案書の送達を、決算後少なくとも２

週間以内に会員に送付されたし。

過去の総会で質問した日整連の政治連盟収

支報告書の金額が、東京都選挙管理委員会に届

出したそれと約2,000万円の相違があったこと

の指摘に、事実確認と相違原因の回答があった

が、当事者にどのような責任を課したのか。

また、これに関連して、日整連政治連盟の平

成７～９年位の間の貸借対照表では、東京都政

治連盟が負担すべき会費が未入金で処理されて

おり、前述の約2,000万円がここで調整されたの

か疑問がある。事実関係を回答いただきたい。

公益法人・振興会（組合法人・政治団体）

一体的な運営が許されるのか。入れ物も同じ、

人も同じ、金も同じ、ここに歪や不透明さ、無

駄、無理が現在も生まれている。

Q

A

A

A

A

A

A

A

Q

Q

Q

Q

Q

Q

Q

東整振通常総会　質疑に対する要旨報告東整振通常総会　質疑に対する要旨報告東整振通常総会　質疑に対する要旨報告
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ご指摘されるような運営はしておりません。団

体ごとに、事業年度ごと事業計画及び収支予算を

立て、事業報告及び決算報告をしております。

現在進められている公益法人改革の動向を見極

めて対応してまいります。

総会に頂いたご質問は、総会でお答えいたしま

す。その内容は、会報誌に掲載して会員広報し、

個人への回答は遠慮させていただいております。

公益法人たる振興会、商工組合、政治連盟を

今後何時までに、どのようにしようとしている

のか会員に対して方向を示していただきたい。

★要望事項として

総会に出席できないが、毎回の総会で意見

や問題点を指摘しその回答を求めても殆どなし

の礫であり、誠意を持って６月末日までに回答

いただきたくお願い申し上げます。

A

A

A

Q

Q

去る６月13日�、関東運輸局東京運輸支局では、杉並

区下高井戸の環状8号線付近において「街頭検査」を実

施した。

当日は、同運輸局練馬自動車

検査登録事務所、自動車検査独

立行政法人、東整振練馬支部等

が参加するなか、普通自動車、

小型自動車、軽自動車〔二輪を

含む〕及び原動機付自転車を対

象に、「道路運送車両の保安基

準適合状況」「ディーゼル排気

黒煙測定」「不正軽油」「点検整

備の実施状況の調査及び指導」

「登録番号標及び封印の取付並

びに検査標章の表示」等につい

てのチェックが行われ、33台の

車両を検査し、うち3台に保安

基準違反が見受けられたため、

それぞれに整備命令書が交付さ

れた。

東京運輸支局、練馬管内で街頭検査を実施東京運輸支局、練馬管内で街頭検査を実施東京運輸支局、練馬管内で街頭検査を実施

～～６月は「不正改造車を排除する運動」と月は「不正改造車を排除する運動」と
「ディーゼルクリーン　「ディーゼルクリーン・キャンペーンキャンペーン」の強化月間～の強化月間～
～６月は「不正改造車を排除する運動」と
「ディーゼルクリーン・キャンペーン」の強化月間～
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品川ブロック青年経営研究会（宮川禎雄代表幹事）では、去る６月10日�～11日�にかけ栃木県日光

市鬼怒川温泉「鬼怒川パークホテルズ」において、青年経営研究会研修会を開催した。

当日は栃木整振小山支部青年部６名の方を含む総勢42名が参加した。

今回の研修は、一昨年度来の継続したテーマである「整備業界におけるCS活動推進」を一歩進めた

ユーザーの取り込みと囲い込みへの具体的な提案が行われ、自動車ユーザーに対し還元できるものとし

て、栃木県内の温泉旅館・ホテルと提携について、多数の意見が交わされた。

また、この席には栃木県旅館組合青年部石森部長、臼井部長代行、鬼怒川温泉組合青年部のパークホ

テルズ小野専務取締役らが出席し、この趣旨について栃木県内23の旅館・ホテル等の賛同も得ている旨

の説明もあり、終始なごやかな中にも活発な意見が出され有意義な研修会となった。

去る６月４日�、ＪＲ八王子駅南口駅前広場において「エ

コカーフェスタ八王子（エコカー普及日本一・八王子をめざ

す市民の会主催）」が開催された。

八王子支部（岩田孝支支部長）では、「マイカー点検キャン

ペーン」の一環としてこれに参加し、「点検相談受付」コーナ

ーを設け、役員をはじめ青研の方々がユーザーの熱心な質問

を親身に聞き、「マイ

カー点検ハンドブック

の配布」、「使用済み部品・新品部品の展示」を通じて、点検整

備の重要性をアピールしていた。

また、当日は「八王子環境フェスティバル」が共同開催され、

環境問題に関心のある多くのユーザーが会場を訪れた。同支部

では、自動車の点検整備が環境保全活動の一環となることを強

く訴えていた。

ブロックだよりブロックだよりブロックだより

支部だより支部だより支部だより
八王子支部
「エコカーフェスタ八王子」に参加

品川ブロック青年経営研究会
「栃木整振小山支部青年部と研修会開催」
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日本自動車連盟（JAF）と自

動車税制改革フォーラムは、去

る６月15日� JR田町駅西口前

において、道路特定財源の一般

財源化反対に関する街頭キャン

ペーン活動を行った。

道路特定財源制度は、戦後日

本の立ち後れた道路の整備を早

急に行うために設立されたもの

で、本則の1.2倍～2.5倍もの高

い暫定税率が30年という長期に

わたって賦課されてきた。

しかし、2007年度以降は「本

州四国連絡橋公団の債務返済」が完了することや、公共事業の削減等により約7,000億円もの余剰が生じ

ると見込まれている。現在、政府はこの財源を一般財源化することを前提とした具体案の検討を進めて

いる。

自動車税制改革フォーラムでは、上記の経緯及び使途である道路整備の必要性から「現状のまま一般

財源化には反対」を主張し、東京モーターショー会場を

はじめ全国で240万1,272人の賛同署名をいただき、12月

初頭には、この署名をもって政府・政党への働きかけを

行った。

本会としてもこの署名活動に参加し、昨年11月に

3,392名、本年４月に2,197名の署名を会員の皆様方から

寄せていただき、この署名は日整連を通じて自動車税制

改革フォーラムから政府に提出された。

当日の街頭キャンペーン活動にはJAFをはじめ、自動

車税制改革フォーラムの構成団体から多数の人員が参加

するなか、本会としてもこれに加わり、チラシやポケッ

トティッシュ、署名用ハガキを約３千セット配布した。

昼時の田町駅前は、昼休み中のサラリーマンや通行人

でにぎわい、熱心に質問をする人やマスコミ取材班の姿

も見受けられるなど、当日の活動は道路特定財源の一般

財源化反対への理解に結びついたようだった。
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去る５月24日�13時30分より、新宿

区西新宿の京王プラザホテルにおい

て、東京都自動車整備政治連盟「臨時

総会」が開催された。

議案の審議に先立ち、塩沢会長は平

素の政治連盟活動に対する感謝と議案

審議の協力をお願いして開会の挨拶に

代えた。
第１号議案役員改選案承認の件について審議が

行われ、いずれも原案どおり承認可決された。

続いて、今回の役員改選で就任された坂本新会

長は「塩沢前会長の永年にわたる東政連活動のご

尽力に深く敬意を表し、あわせて本日退任された

役員の皆様方のご苦労に厚く感謝を申し上げる。

自動車整備業界を取り巻く環境は激しい変化が続

いている。先般の車検期間延長議論で塩沢会長は、

安全の確保と環境の保全を、国民の視点に立って

訴えてこられた。今後もいろいろな波が業界に押

し寄せるものと考えられるが、自動車整備議員連

盟所属の国会議員の皆様、自動車関連の都議会議

員の皆様等のご理解とご支援をいただきながら適

時適切な活動をしていきたいと考えている」と就

任の挨拶を述べた。

退任の挨拶に立った塩沢前会長は「会長に就任

してからの３年間、皆様の多大なご協力をいただ

きお礼申し上げる。規制改革民間開放推進会議に

おいて議論された車検期間延長問題については、

東政連としての役割を果たすことができたと思っ

ている。本日退任する役員を代表して今日まで支

えてくださった皆様方に感謝を申し上げたい」と

述べた。

最後に、河野前幹事長は閉会挨拶で「今後も整

備業界に係わる諸問題については東政連を通じて

国会議員の先生方へ強力にアピールし、要望陳情

活動を続けていただきたい。２期４年にわたり幹

事長を務めてきたが、皆様方のご協力に心から感

謝申し上げる」と述べ、東政連臨時総会は終了し

た。

今回の役員改選で、坂本浅喜與氏が会長に互選

され、塩沢前会長は相談役となった。

審議事項
第1号議案　役員改正案承認の件

■東京都自動車整備政治連盟　正副会長正副幹事長（平成18年５月24日）（敬称略）

会　　長　　坂本浅喜與

副 会 長　　天野　佳男

副 会 長　　村田　秀氣

副 会 長　　谷古宇仙蔵

幹 事 長　　谷古宇仙蔵

副幹事長　　早川清三郎

副幹事長　　植原　靖浩

副幹事長　　上野　文三

副幹事長　　萩原　道夫

副幹事長　　鈴木　秀男

東政連臨時総会東政連臨時総会東政連臨時総会

東政連塩沢会長の挨拶東政連塩沢会長の挨拶東政連塩沢会長の挨拶

坂本新会長の挨拶坂本新会長の挨拶坂本新会長の挨拶 河野前幹事長の閉会挨拶河野前幹事長の閉会挨拶河野前幹事長の閉会挨拶
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去る６月16日�、関東バス㈱丸山営業所にお

いて、６月から新たに練馬ブロック内を走行す

る「てんけんくんバス」のラッピング作業が行

われた。

今回のデザインは、今年がワールドカップ開催年でもあ

ることから、整備士をゴールキーパーに見立てたサッカー

のイメージで、「整備付き車検でガッチリガード」と、「点

検・整備は黄色い看板の整備工場へ!!」、また、反対側の面

には自動車に乗ったてんけんくんファミリーをあしらい、

「黄色い看板は『国から認証を受けた整備工場』のしるし」

をキャッチコピーとして揚げた。

関東バスの車体色は、白地に赤色のラインが基本である

ことから、緑と青を基調とした本会のラッピングは「さわ

やかで、大変に目立つ」とバスの乗務員からも賞賛されて

いた。

平成18年６月から平成19年５月まで、５台の「てんけんく
んバス」が都内を走行しています。
これまで運行している羽田京急バス（東京営業所管轄）、都

バス（江東自動車営業所管轄）、西武バス（立川営業所管轄）、
京王バス（八王子営業所管轄）の４台に加え、今年度は練馬ブ
ロックの走行路線を関東バス（丸山営業所管轄）に変更して、
デザインも新たに運行しています。

☆　　☆　　☆　　☆
☆　　☆　　☆

完成図を基に、車体に貼るシートの位置を確認し、仮止
めをします。

シートがライトやナンバープレートを隠してしまわない
ように、注意しながら貼っていきます。

出っ張り部分は、ライターやドライヤーでシートに熱を
加え柔らかくした後、素早く貼ります。

シ
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ト
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、
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。
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てんけんくん（以下「て」）：こんにちは！矢部先生はどんな研究をしているんですか？

矢部先生（以下「矢」）：私たちは、マグネシウムとレーザーを使用した、化石燃料に依存しない循環型エネ

ルギーシステムを研究しています。

て：いったいどんな原料からエネルギーを取り出すのですか？

矢：私たちの開発した「MAGIC（マジック）エンジン」は、海水に含まれる「にがり」から精製したマグ

ネシウムと水を反応させることによって生じるエネルギーを、利用します。

て：えっ！「にがり」からエネルギー？マジックって魔法の

ことですよね、にがりと魔法で動くエンジンなんですか？

矢：「MAGICエンジン」

という名前はMagnes ium

Injection Cycle（マグネシウ

ム注入サイクル）の略です。

残念ながら、魔法ではありま

せん。このエンジンは、水と

マグネシウムを反応させるこ

とで熱エネルギーを得ます。

マグネシウムは水と反応する

と酸化マグネシウムになりま

す。次にこれを取り出し、太

陽光励起（れいき）レーザー

を照射することで元のマグネシウムに戻します（図２）。このサイクルを繰

り返すことで、際限なくエネルギーを手に入れることができます。

このエネルギーサイクルが実現すれば、資源枯渇の心配はなくなります。

さらに、二酸化炭素や窒素酸化物を一切排出しないため、地球温暖化や環境

破壊の防止にも役立ちます。

て：繰り返し使えるエネルギー源って、超エコロジー！でも、マグネシウ

ムって、ものすごい光を出して燃える、コワイ金属ですよね？

矢：マグネシウムというと、「危険」というイメージを持たれている方が

『MAGICエンジン』～循環型クリーンエネルギーシステム～

矢部　孝（やべ　たかし）さん

�今回お話をうかがった先生�

工学博士。1950年生。1973年東京工業大学卒業、同年東京工業大学

工学部助手、大阪大学助教授を経て、1995年より東京工業大学教授。

専門は計算力学、レーザー応用工学等。JACM会長。国際数値流体

力学会名誉フェロー、日本機械学会フェロー、J.Comput.Phys.

Associate Editor。流体科学賞、日本機械学会・計算力学部門・業

績賞、レーザー学会賞、プラズマ核融合学会賞等を受賞。

マグネシウムと水を反応させ、燃焼するこ
とで得る熱を動力とする、MAGICエンジン。
図では、反応で発生した水素がノズルから
勢いよく吹き出すことで、回転エネルギー
を得る仕組みがわかる。熱エネルギーを利
用するシステムは別に考案中とのこと。

これが、「太陽光励起レーザー」装置。小さい！マグネシウ
ムは地球上で8番目に多く存在する物質だから、資源枯渇を
気にする必要がない。電力と水、両方を同時に供給できるこ
のシステムは早くも災害対策用に注目されている。

図１
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多いと思いますが、固体であれば安全な金属

です。特徴は、軽くて（アルミニウムの３分

の２ほどの軽さ）安価なこと。 現在、１㎏

当たり100円ほどで手に入ります。

マグネシウムと水の反応から得る熱エネル

ギーは、同じ重量の石炭約50％に相当します。

また、この反応により熱エネルギー以外にも

水素を生成することができ、これを燃焼させ

ることで、同じ重量の石炭約83％に相当する

エネルギーが得られます。

この反応により生成された水素を燃焼させ

ずに活用することも可能です。例えば、燃料

電池に活用した場合は、電気や水を生み出す

ことができます。一辺が35㎝の立方体（73㎏）

マグネシウムで、300kWhの熱量と800リッ

トルの純水を得ることができます。

て：酸化マグネシウムを元のマグネシウムに戻すレーザーって、どんなものなんですか？

矢：太陽光をレンズで集めて、単一波長のレーザー光を発生させる「太陽光励起レーザー」という装置を使

います。レーザーとは、拡散することのない固定の波長をもった強い光のことです。これを酸化マグネシウム

に照射することで、マグネシウムと酸素に還元することができます。

この酸素とマグネシウムと水が反応した時に発生する水素が結合すれば、水

ができます。つまり、太陽光を使うことにより図２のような無限サイクルが生

まれるのです。

て： 太陽光励起レーザー！なんかカッコイイ名前だ！でも、ものすごい大

きな設備を使うんでしょう？

矢：いえいえ。励起レーザーシステムは、プラスチック製の薄いレンズと特

殊なセラミック、それらを支える台座という非常に簡単な構造で、小型で軽量

です。構成部品も安価ですから、住宅に設置することも容易です。将来的には、

太陽光励起レーザーとMAGICエンジンを組み込んだ、電気代がかからない住

宅ができるかも知れません。皆さんが良くご存じの「太陽光発電」の太陽光エ

ネルギー変換効率は10％ほど、この励起レーザーでは50％近くになります。

2009年には国内で還元プラント第一号を設計し、システム実現に近づけたいと

考えています。

て：電気代が０になる日が来るかも知れないんですか…。すごすぎて想像が

つかないや…。このすごいシステムを自動車に使うことはできますか？

矢：もちろん。ただし、自動車内に励起レーザーシステムを搭載することは現在の構造では難しいと思いま

すので、カセットボンベのような容器を使ってマグネシウムを補給するようになるでしょう。循環型システム

が構築されれば、全てがリサイクルできますので、既存の燃料と比べて安価に入手できるはずです。

地球全体で燃料の燃焼によって排出されたCO2のうち、約２割が自動車から排出されたものだと言われてい

ます。我々の研究が、循環型社会を構築する先導になれば、と考えています。

MAGICエンジンが実際に動いている連続写真。写真左から、点火→発火→Mgと水が反応→水素と酸化マグネシウムが噴出→チャンバー回転→
高速回転。仕組みは図1参照。

MAGICエンジンの実物に感動！手前の
コーヒー缶と比べるとその小ささがわか
る！このサイズで100kWの熱量が出せる。

「マグネシウムを軸にしたエネルギー循環のしくみ」この図では、プラントで酸化マグネシ
ウムを還元しているが、各家庭に励起レーザー装置を配備すれば、家庭内で還元も可能。

図２
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平成１８年度関東ブロック振興会共同広報

ラジオCMコピー

SE ≪小鳥のさえずり≫
伊東さん 伊東四朗です。

朝の空気は新鮮でいいねぇ。
でも...

SE ≪自動車が激しく往来する音≫
伊東さん こういう場所はたまりませんよ。

クルマをキチンと整備する事は、
地球環境にもいいんです。

Na（女性）クルマの点検整備は、国から認証を受けた
自動車整備工場で。

伊東さん お願いします。

BG
伊東さん 伊東四朗です。

私、趣味がテニスなんです。
健康にもいい。
自分の体調は自分で管理しなくちゃ。
クルマだってそう。
日頃からの点検整備が大切ですよね。

Na（女性）クルマの点検整備は、国から認証を受けた
自動車整備工場で。

伊東さん お願いします。

BG
伊東さん 伊東四朗です。

私、と～っくに60過ぎてます。
「そのわりには元気」？
それは、定期的に健康診断を受けているから。
クルマも年に1度は点検整備を受けましょう。

Na（女性）クルマの点検整備は、国から認証を受けた
自動車整備工場で。

伊東さん お願いします。

BG
伊東さん　伊東四朗です。

ちょっとお尋ねしますけど、
クルマの「車検」どうしてます？
やっぱり安心なのは
国から認証を受けた整備工場で
整備つき車検を受けることでしょう！
えっ？目印ですか？

Na（女性）目印は黄色い認証看板ですよ！
伊東さん 覚えておいてくださ～い。

②「深呼吸」篇

①「日頃から」篇 ③「健康診断」篇

④「黄色い看板」篇

8月のラジオスポット放送予定

「伊東四朗　吉田照美
　　　親父・熱愛（パッション）」

放送日・時間
5日、１２日、１９日、２６日

１５時～１５時５５分土曜日

8月

文化放送

放送：スポット

放送時間及び放送日

1日、3日、7日、9日、１１日、１５日、１７日、２１日、
23日、25日、29日、31日

ニッポン放送

放送：
フリースポット

ＴＢＳ

8時３８分

2日、4日、8日、１０日、１４日、１６日、１８日、２２日、
2４日、2８日、30日

１７時３０分

放送：
フリースポット

ＦＭ東京

毎週月～金
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「罰則あれど法整備なし」自動二輪車駐車問題が

解決した。改正駐車場法案が４月11日衆院で可決、

参院では５月24日可決した。５月31日公布、６ヵ月

以内に施行されることから、年内にもスタートする。

原付の駐車「法整備」は平成５年の改正自転車法で

「自転車等」の「等」に位置づけられているが、自

動二輪は空白のまま、置いてきぼりの状態にあった。

５月16日参院・国土交通委員会で、北側国交大臣

は「これまでの自動二輪の駐車場は制度上の位置づ

けがなかった。今回の改正で自動二輪を含め、積極

的に駐車整備を促進していく。そのため市町村は附

置義務条例の制定、あるいは自

らが整備主体となって駐車場整

備を行うなど、様々な対策を取

っていただきたい。国交省とし

ては、財政的な支援や技術的な

助言を行う」と表明した。

また、柴田・都市地域整備局

長は「自動二輪の駐車場整備は、

公共セクターと民間セクターが

役割を分担。民間セクターは一

時預かりなど駐車場経営／大規

模な商業施設など駐車需要が発

生する場合、附置する駐車場を

整備すること／町中での不特定

利用車の駐車場需要、民間セク

ターで対応できない駐車場につ

いては、公共セクターが整備していく／市町村が自

ら整備主体となる中心市街地などで、自動二輪を整

備する場合は、道路の一部となる駐車場に対しては

街路事業として行う。計画的なまちづくりの一環と

して整備されるのは、まちづくり交付金の財政的支

援を活用できる」と答弁。

長い間、二輪業界の大きな課題であった自動二輪

駐車問題が解決した。法整備が確立されたのである。

６月１日から改正道交法が施行され、駐車違反取

締りが強化されている。二輪も例外ではない。「駐

車場が無いのに取り締まるのか」という反論に対し

て、警察当局は「悪質性・危険性・迷惑性の高い違

反を重点に取り締まる」。そのため「重点取締り、

巡回地域を指定、ガイドラインを明示」している。

そして「駐車施設の整備拡充の働きかけを行い、駐

車需要にも配慮」するとしている。

こうした流れの中で、平成16年12月にオープンし

た品川駅前・国道沿いの「みなと高輪バイクイン＝

㈱みなと都市整備公社79台」が改めて脚光を浴びて

いる。国交省の土地を港区が借り、公社が運営・管

理し赤字になっていないのであ

る。他の公共団体が見学に訪れ

るなど、国道を利用した自動二

輪駐車場の一つの方向づけを示

している。また、４月にオープ

ンした渋谷区役所のバイク駐車

場（表玄関と裏側の２ヵ所58台）

も注目を集めている（㈱渋谷都

市整備公社）。

民間では最大級の銀座の四輪

駐車場経営の㈱銀座パーキング

センター（有楽町・数寄屋から

銀座８丁目土橋の地下１・２階

で四輪車810台）が銀座８丁目

地下１階の四輪３台分を二輪に

転用、自動二輪23台を６月１日

開設した。月極め２万５千円ながら銀座に自動二輪

の駐車場を持てる時代になったのである。四輪ドラ

イバーから不快感を買わないように、23台のライダ

ーの交通マナー＆駐車マナーが問われるところだ。

駐車場法改正と改正道交法の施行、その整合性は、

自動二輪の駐車場拡充と、ライダーの駐車マナーが

進化していくことで、二輪車の社会的位置づけが確

立されていく。

改正駐車場法案、参院で可決（5/24）5月31日公布、施行は年内にも

～自動二輪車駐車場拡充へ、北側国交大臣が財政支援と技術的助言を表明～
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■飲酒運転の根絶に期待大！

　警察庁のまとめによると、平成14年６月施行

の道路交通法改正により「酒気帯び」「酒酔い」状

態での運転、いわゆる『飲酒運転』に対する罰則

が強化されて以降、交通事故総件数に占める飲酒

運転事故の割合は着実に減少している。

　しかしながら、飲酒運転者は習慣性が強く、摘

発されても再び飲酒運転をしてしまうケースが少

なくないといわれ、単に罰則を強化するだけでな

く再発防止に有効な手立ても必要とされるのが現

状だ。

　このような中、NPO法人のMADD Japanが発

表した「アルコール・イグニッション・インター

ロック」システムは、飲酒運転常習者の根絶に高

い効果が期待できると注目が集まっている。

　同システムは、運転席に装着された携帯電話サ

イズの検知器に息を吹きかけると呼気中のアル

コール濃度を測定し、一定レベルの酒気が検知さ

れると自動的にイグニッションキーをロックして

エンジンの始動をできなくするものだ。

　米国やカナダは、飲酒運転の再犯者を対象にし

た矯正プログラムの一環として一部で導入し、再

犯防止に成果を挙げているという。またスウェー

デンでは、平成24年から新型車のすべてに同シ

ステムの搭載を義務化する。

　クルマへ同システムを取付ける要領は、イグ

ニッション関連の配線にシステム側の配線を割り

込み結線させるのが基本作業となる。実質的には

コラムカバーの脱着や配線を見つける時間に応じ

て、車種により数千円から数万円まで工賃の差が

出るとみられるが、国産車・輸入車どちらにも装

着できる（イモビライザー装着車にも取付け可能

とのこと）。

　MADD Japanでは、全日本トラック協会の協

力を得て同システムの導入効果を検証すると同時

に、関係省庁へ同システム装着の法制化を働きか

ける方針だ。今後、日本で普及するのか未知数だ

が、整備工場でも同システムの取付けに対応でき

るのであれば、特に長距離トラックやバスなど営

業車両の装着需要が高まることに期待したい。

同システムには「モニタリング」の機能も備えており、エンジン始動後も運転者に不定期で警告音を発して再チェックを要求し、アル
コールが検知された場合は警察などの行政機関へデータを送信することもできるという。
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ある整備工場の従業員Ａ（整備工場を介せず個

人から購入）から中古車（車検整備受け渡し）を購

入した（初度登録平成６年式、走行距離12万キロ）。

車両価格：80,000円、法定点検料・検査諸費用

等：83,365円の合計163,365円を支払った。

相談者の話によると、車両本体値段80,000円は

従業員Ａの車だったこともあり、Ａ個人のもの。

法定点検料等83,365円はその従業員が働いている

工場（当会会員）にて実施したため会社に入金さ

れるとのこと。

納車後、当初気がつかなかったが、ガソリンメ

ーターが動いてなかった。そのため、購入先であ

る従業員Ａに連絡を取ったところ、メーターにつ

整備工場もメーターのことが把握できていなか

ったのが原因で、もし分かっていたら購入契約段

階で、説明があってしかるべきである。現段階で

は、車両本体価格に含まれていなかったので、別

料金が必要と言ったのではないか。相談者は別料

金が必要と言ったのは従業員だったので、今度は

再度整備工場の代表者に直接話をしてみるとのこ

とで、推移を見守ることにした。

その後、相談者から連絡があり、工場の不注意

で迷惑を掛けたので、ガソリンメーター修理に伴

う工賃はサービスすることにし、部品代について

はユーザー負担でお願いしたいとの話があった。

相談者は部品代のみの支払いで一応納得した。当

会としては今後又何かあれば連絡いただきたい旨

伝え、この相談については一応決着した。

買った中古車の燃料計が最初から壊れていた。
修理費は誰が払う？

いての修理費は別料金が必要と言われた。ガソリ

ンメーターについては法定点検の点検項目に含ま

れているのかどうか、また、普通納車段階で説明

があってしかるべきでないかなど問い合わせがあ

った。
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長年ダンプでの事業をしてきた。今までは他の

メーカーの車種を使用していたが、３年前にＡ社

のダンプに買い換えた（中古車）。

購入後、３年ほど経つがこの頃になって中古車

を購入したディーラーから修理拒否を言われた。

修理代の未納もないのに拒否される理由が思いつ

かない。一方的にこんなことが許されるのか。ま

た、全体的に料金も高い。

平成15年の５月頃、クーラーが効かなくなった

ので整備工場に修理を依頼した。その後、平成16

年の７月にまたクーラーが故障し、修理に出した

が直らず、７～10月までの間で数回に渡り修理に

出し、やっと効くようになったが、20万円位の請

求書が来た。数回に渡り修理に出さないとエアコ

ンは直らないものなのか。また、修理代があまり

繰り返されるエアコン修理とかさむ費用。
納得がいかない。

修理拒否された。
理由が思い当たらない。

相談者はまだ整備工場側と話をしていないとい

うことなので、料金の件は話をしてみるとのこと

であった。工場との話の内容は後日電話してくれ

るとのことであったが、その後連絡なし。

にも高すぎるのではないか。納得がいかないし、

全額は支払いたくないとの相談。

料金の高い安いについては、当会で判断できる

問題ではなく、あくまでここの事業者が決めてい

ることなので、この点についてはご了承いただき

たい旨説明、他の部分については当会の会員であ

るので当該ディーラーに連絡を取り、その内容に

ついてこちらから連絡をすることで電話を切る。

ディーラーの工場長に事情を聞いたところ、

「とにかく注文があまりにも厳格すぎて対応がで

きないと判断したので、先方に取引を止めさせて

いただきたい旨お話しした。中古車（大型）は一

般的に補償ということはしていないが、車を買っ

ていただいたのでこれまでいろいろなサービスを

させていただいた。金額にすれば100万円位の負
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知人から廃車してある車を25万円で譲ってもら

った。行きつけのＡ整備工場に車検整備を依頼

し、下塗り塗装、ラジエーターの清掃、下回り関

係のゴム製部品、オイル交換等を実施、修理代金

72,110円を支払った。

しかし、納車された車を見たところジャッキポ

イントすぐ前の部分がつぶれていた。そのことを

Ａ整備工場に伝えたところ、工場側が認め、これ

について修理するとの話があったが、他にも完全

に直っていない部分（ラジエーターの水漏れ等）

があったので、修理は他の整備工場ですることに

した。

板金工場につぶれていた部分の修正と、他の箇

所の修理を依頼した。つぶれていた部分をＡ整備

相談者の言い分をＡ整備工場に連絡し、双方で

もう一度話し合いをするようお願いした。Ａ整備

工場にはできるだけ、誠意をもって対応して欲し

い旨を伝えた。その後、連絡があり、Ａ整備工場

が１万円支払うことで相談者も納得した。

消費者センターより、振興会を紹介された。

平成16年12月24日に販売店から新車を購入、年

明け１月２日にキーレスが１回だけ作動しなかっ

た。それから２～３日後にカーナビが作動しなく

なり、スライドドアの調子も悪く、ハンドルもき

しむ音がするので、販売店の担当者に話をしたら

「キーレスに関してはよくあること。カーナビは

交換します。スライドドアはこんなもんですよ」

との対応を受けた。新車を購入したのに販売担当

者のこのような態度は納得がいかない。

新車なのに不具合、対応もひどい！

車検整備後、下回り部分がつぶれていた。
板金修理費を支払って欲しい。

を持っても良い」との話があり、早速この内容に

ついて相談者に伝えたところ、もう一度ディーラ

ーと話をしてみるということで電話を切った。そ

の後、連絡なし。

担をしている。特に板金の部分については厳しく

何度もクレームをつけられ対処しているが、最終

的には値引きということで落ちつく。もちろん、

整備のことについても同じである。そのような相

談をしているとなればこちらも再度話し合いの場

工場に支払ってもらおうと請求書を２種類作って

もらった。請求額は合計で105,000円。

Ａ整備工場でつぶれた部分の料金22,000円を支

払ってもらおうと話をしたところ、オイル交換２

回とフィルターの交換をするからこれで了解して

欲しいとの話があったが、オイル交換等（7,200

円程度）では納得できない。どうしたらよいか。
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して当会に協力を依頼するか決めるとのことで今

回は販売店には伝えないで欲しいとのこと。その

後連絡なし。

料金が最初の約束の倍に。
どうしたら良いか。

工場に車検を依頼した。最初に費用が13万円位

と聞いて、車検をお願いしたが、マフラー交換や

燃料タンクの修理をするので25万円位かかると連

絡があった。どうしたら良いか。

上記事業場は未認証工場で点検整備は行うこと

が出来ないので外注で処理されるか確認するよう

アドバイス、また、未認証なのでＦ運輸支局の整

備相談窓口を紹介した。

ボルトが欠落（オーバーヒート）、
整備責任の所在は…？

当会は両者の話し合いの場を設けることはでき

るが、技術的な判断はできない旨説明した。法律

関係での相談先を知りたいとのことであり、県の

無料法律相談室を紹介した。

相談者は明日（１月15日）、再度販売店と話を

することになっている。話の内容によって苦情と

２年前、使用しているトラックがオーバーヒー

トによるエンジンの焼き付きで民間車検工場に整

備を依頼。今回またオーバーヒートで故障した。

ディーラーによると、冷却装置関係のボルトが１

本だけ欠落しており、水漏れの跡もあるとのこと

である。このことを工場へ伝えたところ、「当工

場の整備ミスではない。また、２年前のことであ

り、その間に１年ごとの車検も済ませている。車

検を依頼した工場へ相談して欲しい、当工場で再

整備はできない」と言われ話が進まなかった。運

輸支局へ整備相談したが、車両不良の原因につい

て思うような見解が得られず、振興会を紹介され

たので連絡した。
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軽自動車検査協会は今年度中に、完成検査終了証及び譲渡証明書の電子化に向け、システムを見直す。

昨年12月、自動車保有関係手続きのワンストップサービスが一部地域で稼働した。将来的には軽自動車

の届け出でもOSSを開始するとされている。これを受けて、軽検協では完成検査終了証などの電子化対

応に向けたシステム修正を完了させ、OSSへの体制整備を順次進める考え。

国土交通省は首都高速道路と阪神高速道路の通行車両に2008年度から自動料金収受システム（ETC）

の利用を義務づける方針で本格的な検討に入った。昨年10月の民営化を受け経営効率化へ料金徴収コス

トを大幅に減らすのが狙い。未搭載車は利用できなくなるため、道路運営２社と近く協議会を設け、対

策作りを始める。利用料金の引き下げや簡易型ETCの導入が焦点となる。

経済産業省はドライバーに周囲の危険を的確に伝えたり、加齢に伴う運転ミスを未然に防ぐ技術の開

発支援に着手する。ITS（高度道路情報システム）技術が発達し、受け取る情報が飛躍的に増え、ドラ

イバーが混乱したり、注意力が低下して初歩的ミスを犯すことも予想されるため、本格的に危険が迫っ

ているかどうかを判断するための基準を作成したりするなどしてITSの効果を最大化する。

昨年12月から自動車購入時の各種申請をインターネットを使いオンライン化できるOSSが始まった

が、利用者が思うように増えない。旗振り役の国土交通省は関係省庁に働きかけ、今年度中にOSS利用

者に対し運輸支局や警察署に支払う手数料を割安にする優遇策を導入する。国内販売の不振に悩む自動

車メーカーも、OSS普及で市場が活性化すればと期待のまなざしを向ける。

国土交通省がまとめた
,
05年度末の認証、指定工場数はそれぞれ、８万9,305工場、２万8,676工場とな

った。対前年比は、認証工場が327工場増、指定工場が199工場となり、引き続き増加傾向にあることが

分かった。認証工場の運輸支局別の対前年比の増減をみると、関東が95工場増、東北が55工場増、北陸

信越が41工場増と大きく伸びた。

ETC義務化本格検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 5／15 日本経済

ITSの効果を最大化、初歩的運転ミスを未然防止　　　　　　 5／17 日刊自動車

車購入時の手続き、ネット申請、手数料優遇　　　　　　　　　 5／24 日経産業

2005年度末の整備工場数、認証、指定は引き続き増加傾向　　 6／5 日刊自動車

軽検協、OSSへの体制整備、完成検査終了証などシステム見直し　　　 5／15 日刊自動車
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経済産業省は、電気自動車の性能を飛躍的に高める電池の開発に取り組む方針を明らかにした。年内

に開発の概要や方向性を固めた後、新エネルギー・産業技術総合開発機構を通じて研究プロジェクトを

立ち上げる。電気自動車を本格的に普及させるには、軽量・安価で蓄電容量が大きい電池の実用化が不

可欠。同省は、携帯電話などに用いられるリチウムイオン電池の高性能化を目指している。

経産省、自動車用電池開発へ、安価で高性能、年内にも着手　　　　 6／7 産経

国土交通省は、検査登録手続きの電子化に対応した自動車検査証の取り扱いで、年内をめどに整備工

場などの実務者を対象にした仕組みづくりを検討する。「社会経済の変化、情報通信技術の進展等に対

応した登録制度等の見直しに関する検討会」が６月に行う最終報告で、検査登録手続きの電子化を踏ま

えた指定整備工場での車検証打ち出しの対策を示す見込み。

I T手続き対応の車検証、実務レベルの仕組み検討　　　　　　　　6／8 日刊自動車

日整連は、文部科学省に対して義務教育課程などに自動車基礎知識教育を導入するよう要望した。
,
95年

の車両改正で、自動車ユーザーの自己責任が明確になったが、定期点検実施率は低いのが現状だ。これ

に対し、教育カリキュラムに自動車の構造など基礎知識を取り入れることで、整備業の認知拡大を図る

とともに、整備の必要性を浸透させ、将来的に定期点検実施率向上につなげる。

日整連、中学・高校教育に自動車基礎知識のカリキュラム、文科省へ導入要望　 6／8 日刊自動車

環境省は、国内で使用される自動車のガソリンの全量を、2030年までに植物資源からつくるバイオエ

タノール10％混合（Ｅ10）に切り替える方針を決めた。京都議定書の約束期間（
,
08年～

,
12年）に、ガソリ

ン車の新車すべてをＥ10対応とするための関係法令も整備する。経済産業省と連携し、来年に見直す京

都議定書目標達成計画に政府方針として盛り込む。

環境省方針、バイオエタノール入りガソリン、2030年までに全量転換　　　 6／12 朝日

政府は、運輸部門のCO2排出削減を目指す「エコドライブ普及・推進アクションプラン」をまとめた。

警察庁、経産省、国交省、環境省が今年度から３年間を、重点的な普及・推進期間と位置づけ、エコド

ライブの統一的な定義確立などを推進する。アイドリングストップ自動車の開発・販売やデジタルエコ

グラフの普及を促進する政策も含め、低燃費運転普及基盤の整備、国民運動への発展を図る。

4省庁、エコドライブ推進へアクションプラン策定　　　　　　　　6／12 交通毎日

国土交通省は、電子ナンバープレート（スマートプレート）の本格的な実用化で、パッシブ型からアク

ティブ型へ移行していく対応を検討する。初期段階では電池を搭載しないパッシブ型で対応し、その後

に電池を搭載するアクティブ型での本格的な取り組みを進める。ナンバープレートの電子化などに関す

る検討会が、６月にもまとめる報告書で方向性を示す予定だ。

スマートプレート、本格展開アクティブ型、初期段階はパッシブ型　 6／14 日刊自動車
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■「OK Wave」http://okwave.jp/

オーケイウェブ社が運営しているＱ＆Ａサイ

ト。以下の3つのサービスで構成されており、パ

ソコン関係に限らず、趣味やおいしいお店探しと

いった広範囲なテーマでの質問が可能。

①コミュニティー：あらゆる「質問」と「回答」

のやりとりがオープンに交わされる

②アンサリスト：OKWave独自のライセンスを持

つ優良回答者に非公開の相談ができる　※有料

サービス

③ビジネス：企業の公式FAQを一元的に集め、企

業FAQに絞った検索などができる

パソコンに関しての問題や疑問が生じた場合、

Web上にある「相談サイト」を利用すると便利で

す。書き込みをした質問や疑問に、そのサイトを

見た人が回答してくれる仕組みで、ほとんどの質

問には数十分～数日の間にいくつもの回答が寄せ

られます。ただし回答をくれるのは専門家ではな

く、あくまで一般の人。まれに間違った回答や見

当違いの回答が混じっていることもあることを了

解しておきましょう。ここでは、とくにパソコン

関係に強いと定評のあるサイトを2つ紹介します。

■「答えてネット」http://www.kotaete-net.net/

マイクロソフト社が運営しているパソコンに関

するコミュニティサイト。マイクロソフト製品を

はじめとした、パソコン一般に関するトラブルや

疑問などを扱っている。質問をする、回答をする、

アンケートに答えるなど、さまざまなアクション

でポイントが貯まる仕組みになっており、ポイン

ト数に応じた景品への懸賞に応募できるといった

特典もある。

騰もあいまって、省エネ、石油代替エネルギーへ
の取り組みが大きく進展した。
こうした動きに注目しているのは、工場を抱え

るメーカーだけではない。ある大手証券会社は、
「排出権」を将来にわたって固定価格で買い上げ
る約束をした債券を発売した。投資家は、これを
購入することで、間接的に企業の環境問題への努
力を後押しすることが可能となった。
政府としての統一したガイドライン整備が遅れ

る一方、各業界が環境自主行動計画を進めている
現状は、「CO2削減ビジネス」の好機という見方
もできる。

EU25か国で「欧州排出権取引制度」がスター
トして1年強が過ぎた。これは20メガワット以上
の燃焼施設など大規模な二酸化炭素発生源を対象
に排出枠を設け、余剰分や不足分を市場で売買可
能とするもの。すなわち排出削減がそのまま企業
の利益につながるわけだ。競争原理を働かせなが
ら総量を規制する環境問題対策として、世界の注
目を集めている。
これにならうように、日本でも2005年度から環

境省による自主参加型の試行事業がはじまってい
る。第一期には32社が参加。折からの原油価格高

排出量取引制度

EUで開始1年。日本では？

PC使いこなし講座

�PCについて気軽に質問したい
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（注）　１．新車（新規登録届出台数）

　　　　２．中古車（中古新規登録＋名義変更＋移転登録届出台数）

　＊中古軽四輪車は新規届出台数のみ

軽四乗用 軽四トラック

（注）　１．総計のうち、輸入車蛯36,151台（対前年同月比99.5％）

　　　　２．（　 ）内は対前年同月比

　＊平成16年 1月より全国新車販売台数統計基準が従来のシャシーベースからナンバーベースに変更されました。

（東運支局調べ）

（自販連・全軽自協調べ）

（自販連・全軽自協調べ）

貨　物　車

乗　合　車

乗　用　車

特種・大特

小 型 二 輪

軽 自 動 車

総　　合　　計

107,567

3,173

623,841

20,682

45,471

182,804

983,538

154,662

3,082

582,822

30,860

33,090

179,951

984,467

91,919

2,884

581,423

16,033

44,004

192,269

928,532

79,497

3,108

785,967

20,822

37,171

238,283

1,164,848

40,337

1,885

352,063

11,445

16,543

154,645

576,918

473,982

14,132

2,926,116

99,842

176,279

947,952

4,638,303

△ 2,626

55

△ 4,204

△ 　487

△ 2,031

△ 1,401

△10,694

97.0

101.0

99.8

97.0

101.4

103.4

100.2

認　　　証

指　　　定
（認証工場の内数）

1,077

295

1,604

374

1,054

289

1,022

330

602

172

5,359

1,460

△ 　14

1

99.0

99.3

普 通 小 四 軽 四 普 通 小 四 軽 四 特 種

19,250

18,709

18,579

15,684

6,459

583

2,695

923

4,871

2,610

3,450

405

995

714

260

74

21

58

56,580

39,760

20,029

13,160

103.6

99.9

普　　通 小　　型 普　　通 小　　四

180,788
（97.2）

299,602
（98.3）

29,964
（102.3）

44,276
（99.6）

3,591
（101.0）

207,842
（107.2）

69,131
（95.7）

835,194
（100.1）

東京都の管轄別自動車保有台数及び整備工場数現況（平成18年3月末）

東京都の新車及び中古車登録台数（平成18年3月分）〈登録ナンバー別〉

全国の新車販売台数（平成18年3月分）

所別

区　　分
品　　川 足　　立 練　　馬 多　　摩 八 王 子 合　　計

対前月比
増減

（△は減）

対前年
同月比
（％）

自
動
車
保
有
台
数

備
工
場
数

自
動
車
整

区　分

新　車

中古車

乗　用　車 ト　ラ　ッ　ク
バス 大特 総計

前　月

増　減

前年同

月比（％）

乗　　用　　車 ト　ラ　ッ　ク
バ　　ス

軽　自　動　車
総　　計





あなたの工場がよみがえる!!

■NSサンコートは、
1．特殊アクリル系樹脂と骨材との優れた接着

力で抜群の強度を誇るコンクリート床の補
修、舗装材です。（アスファルト床には不可）

2．豊富なカラー（200種以上）の中からお好き
な色を選べます。

3．作業性が良く施工後1～2時間で使用出来
ます。

4．低温（－20℃）でも短時間で硬化します。
5．摩耗・衝撃・油・薬品・塩分・耐候に優れ

た強さを発揮します。
6．使用中、万一損傷した場合、重ね塗りによ

る部分補修が出来ます。厚打ち補修も可能。

●塗り床、塗装工事のお問合せは

東京都墨田区江東橋 4 － 24 － 4
電　話　03（5 6 2 4）4 6 2 1（代表）

ファインケミカル販売株式会社

好評発売中！
フッ素配合浸透剤

品　　　番
内　容　量

1 ケ ー ス
組合員価格
1ケース価格
（税込）

FCS－5
420ml
無臭タイプ
12本入り
￥525
￥6,300
2wayノズルで、
2種類の噴霧状態を選べ
ます。
360°噴射可能
回転ショット

ブレーキ＆パーツクリーナー

品　　　番
内　容　量

1 ケ ー ス
組合員価格
1ケース価格
（税込）

FCS－1/FCS－2
480ml /840ml
標準タイプ/

大容量タイプ
30本入り
￥315 /￥420
￥9,450/￥12,600

有機溶剤中毒予防
規制外商品
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ジタル写真」と、まるで写真技術の歴史を垣間見るようである。
■初日のオープニングパーティーには、多くの写真業界関係者の方々もお
見えになり、各社とも、共通の話題として「最近のデジカメマーケットの
拡大により、銀塩フィルム市場がどんどんと撤退し、写真業界は大きな変
革を強いられている」ということが、あちこちで囁かれていた。まさに、
この写真展は、その技法の違いから、現実とノスタルジーが混在した奇妙
な空間となっていた。
■デジカメ写真を作品としたコーナーでは、デジカメのスペックが語られ、
壁一面に大きく伸ばされた写真は、見るものにとって現実のリアリティー
を大きく叩き付けていた。
■会場での話題は、やはりピンホール写真に集中していた。原始的ともい
えるこの技法は、針穴写真ともいわれるように、針先ほどの小さな穴から
被写体を取り込み、フィルムに露光するという、いわば写真機の原点のよ
うなものである。ピントも輪郭も色合いも、なにもかもきっちりと撮影さ
れるデジタル写真とは違い、多少のぶれや発色の違いはあるものの、なん
ともいえないノスタルジックな雰囲気をかもし出している。言葉では表現
しがたいが、まさに「ほわぁ～」とした気分にさせられ、現代社会のなかで
忘れ去られた大切なものを思い出したように、心の中がなぜかホッとする。
アナログの世界とは反対に、なんでもきっちりと型をつけなければならな
いデジタル社会にどっぷりと浸かっていると、ひとときのくつろぎさえ忘
れてしまいがちである。針の穴に光を通して、じっくりと露光時間を待つ。
まさに「スローライフ」な針穴写真の魅力は、そんなところにあるのかも
知れない。針穴写真の愛好家に女性が多いというのも、少しばかり納得し
たような気になる。
■写真展の会場には、まるで外の世界から隔離されたかのように、時間が
ゆっくりと流れていた。それぞれ撮影者の技法はバラバラだが、この4人
に共通していることは、「みな少年期から写真が好きだった」ということ
である。このメンバーによる写真展は初めてではないが、まさに少年時代
の夢をかなえた友人たちの眼はキラキラと輝いていた。帰りの満員電車は
仕事帰りのサラリーマンや酔っ払いで溢れかえっていた。先ほどの「変革
を強いられている」という写真業界の話を思い出したとたん、少年時代の
夢（!?）とは裏腹に「現実」が重く圧し掛かってきたのはいうまでもない…。

（風）

■都内の小さなアートスペースにおいて写真展が開か
れた。この写真展は、世代も職業も異なる4人のアマ
チュアカメラマンが各人の作品を持ちより、共同で開
催するというもの。撮影者の感性はもとより、撮影技
法がそれぞれ違うこともあってか、作品にはそれぞれ
の特色が滲み出ている。「ピンホール写真」「アナログ
写真」「デジタルとアナログ写真のハイブリッド」「デ 平成18年７月１日　印　刷

平成18年７月５日　発　行

定　価　600円（税込）

（会員の購読料は会費に含む）

�東京都自動車整備振興会

東京都自動車整備商工組合

http : //www.tossnet.or.jp/

〒151－0071
東京都渋谷区本町4－16－4
TEL 03－5365－2311（代）
FAX 03－5365－9222

編集発行者

h 橋　邦　夫

株式会社 交　　文　　社

〒162－0041
東京都新宿区早稲田鶴巻町570
TEL 03－3202－7660（代）
FAX 03－3207－9305

印刷製本

編集発行

■ ■

7
■通算第６００号■

出典：�日本損害保険協会「自動車保険データにみる
交通事故の実態」より

注：左記は、事故によって直接的に発生する

「人身損失額」と「物的損失額」を推計

して、その合計を求めたものであり、事

故に起因して発生するその他の「間接的

損害」、例えば、救急搬送費、警察の事

故処理費用、交通渋滞による損失、企業

の損失等は対象としていない。

人身損失額
1兆5,976億円

物的損失額
1兆7,819億円

47.3％52.7％

■交通事故による経済的損失は、3兆3,795億円■
（2004年4月～2005年3月）

交通事故の
経済的損失額
3兆3,795億円


